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     午前９時３０分  開 議   

○議長（髙橋たい子君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員数は18名であります。定足数に達しておりますので、議会は成立いたしました。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  なお、議案等の説明のため、地方自治法第121条の規定により、説明員として町長以下、関係所管課

長等及び監査委員の出席を求めております。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりであります。 

  日程に入ります。 

                                            

     日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（髙橋たい子君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第123条の規定により、議長において15番広沢真君、16番白内

恵美子さんを指名いたします。 

                                            

     日程第２ 一般質問 

○議長（髙橋たい子君） 日程第２、一般質問を行います。 

  通告順に発言を許します。 

  なお、当局には、議長から質問の要旨を通知しておりますので、質問、答弁は簡潔、的確に行うよう要望

しておきます。 

  11番吉田和夫君、質問席において質問してください。 

     〔11番 吉田和夫君 登壇〕 

○11番（吉田和夫君） 11番吉田和夫でございます。大綱２問、質問させていただきます。 

  １問目、感震ブレーカー設置で通電火災を防げ。 

  今年の元日に能登半島地震が発生し、震度７を記録した。地震による火災も発生している。阪神・淡路

大震災や熊本地震、東日本大震災、そして能登半島地震と多くの被災者が出た。台風や水害などはある

程度予見できるが、地震はいつ起こるか分からない。ゆえに、普段から地震災害に備えたい。 

  今回の能登半島地震でも輪島朝市周辺で大規模火災が発生した。原因は電気系統の可能性が高い

という。令和２年の消防白書にも地震火災の54％は電気関係によるとの記載があった。ガスなどは感震自

動ガス遮断装置が付いている。電気も地震災害に備え、感震ブレーカーを設置し火災を防ぎたい。多くの自

治体でも設置に助成している。本町としても助成できるよう検討していただきたい。 
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  また、居住についても新しい耐震診断で住まいの安全を確保できるよう、早期に検討してほしい。８月６

日にも九州地方で地震が発生し、南海トラフ地震注意報が出され心配になる。少しでも災害が防げるよう

提案する。 

  １）感震ブレーカー設置に補助を検討せよ。 

  ２）「2000年基準」による耐震診断はどこまで進んだのか。 

  ３）指定避難所以外の避難者（分散型の避難所、在宅避難者、車両等の避難者）の把握はどのよ

うに行うのか。 

  ４）能登半島の被災地に職員を派遣し、報告会は行ったのか。 

  大綱２問目です。 

  認知症を発症しても安心して暮らせる社会づくりを。 

  厚生労働省研究班の推計では、2025年に471万人、2040年には584万人と７人に１人が認知症にな

ると推計されている。認知症は私たちにとって身近なものになっている。今年の１月１日に、共生社会の実

現を推進する認知症基本法が施行された。 

  基本法の目的には、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができる社会の構築とある。

この目的に向かって、まず大切なことは、認知症に対する正しい理解を深めることである。東京都では認知症

チェックアプリを作成し、認知症の早期発見と相談体制を確立している。本町でも認知症の理解をさらに深

めるため、以下の質問をする。 

  １）本町における現在の認知症の人数は何人と把握しているか。 

  ２）認知症のスクリーニングで早期発見できないか。 

  ３）認知症に対する正しい理解を深める広報活動をすべきではないか。 

  ４）認知症の避難者は近隣の避難所に行けるのか。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（髙橋たい子君） １点確認をさせていただきます。 

  大綱１問目の「また」というところ、（１）の４段目、「また、住居」を「居住」とお読みになったようです。

「住居」ですね。（「すみません、住居で」の声あり）分かりました。 

  答弁を求めます。町長。 

     〔町長 登壇〕 

○町長（滝口 茂君） 吉田和夫議員、大綱２点ございました。 

  第１点目、感電ブレーカーの関係です。 

  １点目、感電ブレーカーは、地震が発生した際に、あらかじめ設定された震度以上の揺れを感知すると、
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自動的にブレーカーを落とし、通電による火災のリスクが軽減される効果が期待できるものです。 

  そのため、東京都、千葉県、愛知県等では、密集した住宅地や老朽化した木造住宅など、地震発生ど

きに大規模な火災の発生が危惧される地域を対象に、防災・減災を目的として補助制度が導入されており

ます。今後も、感電ブレーカーに対する補助を検討する自治体も多くなると思いますが、しかし、地震による火

災の発生件数を見ると、令和６年１月１日に発生した能登半島地震での発生件数は、新潟県、富山県、

石川県の３県で17件となり、そのうち石川県においては、金沢市３件、七尾市２件、輪島市４件、珠洲

市１件、能登町１件となっております。倒壊した家屋が多かった割には火災の発生件数は少なかったと認識

しております。 

  また、感電ブレーカーのデメリットとして、誤作動が起こり得ることやメンテナンスの必要があることが言われて

おります。あわせて、感電ブレーカーに対する住民の関心はまだまだ薄いのが現実です。 

  さらに、東日本大震災の際に大規模な火災が発生した宮城県内の自治体において、いまだ感電ブレーカ

ーへの補助制度を導入したとは伺っておりません。 

  各自治体それぞれに地震や水害、津波などへの防災・減災対策の優先的取組が異なっていること、また、

財源や職員数にも限りがあることから、町としては感電ブレーカーの効果は理解しつつも、直ちに補助制度を

導入することは難しいと考えております。まずは、今回の質問を受け、住民に対し、通電火災の発生メカニズ

ムやそれに伴う感電ブレーカーの重要性について啓発に努めてまいります。 

  ２点目、「2000年基準」の耐震化診断でございます。 

  2000年基準は、平成７年１月の兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）を契機として、平成12年６

月に建築基準法が改正された基準です。昭和56年６月以降に規定された新耐震基準よりも、基礎部分、

柱などの接合部分、壁の配置に関して強化された耐震基準となっております。 

  耐震基準については、これまで何度か変更され、昭和56年５月以前の建築住宅は旧耐震基準、昭和

56年６月から平成12年５月以前の建築住宅は新耐震基準、平成12年６月以降の建築住宅は2000年

基準を適用することになっております。 

  令和６年７月31日現在、町内の木造戸建て住宅は１万2,875棟あり、耐震基準ごとの内訳としまして

は、旧耐震基準の住宅が4,589棟、新耐震基準の住宅が4,412棟、2000年基準の住宅が3,874棟となっ

ております。 

  町では、旧耐震基準の木造戸建て住宅を対象として、2000年基準を加味した耐震診断助成事業を実

施し、平成16年から令和５年度まで326件の耐震診断を行っております。 

  ３点目、指定避難所以外の避難者の把握でございます。 

  指定避難所以外での避難者の把握は、次の２つの理由から困難であることをご理解願います。 
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  １つに、避難に当たっては、町が開設する指定避難所だけでなく、自宅での垂直避難や親戚宅、車中な

ど、指定避難所以外にも様々な避難場所が想定されること。 

  ２つに、避難者が避難所の一つの箇所にとどまらない流動性が考えられることから、３万6,500人、一人

一人の情報を把握するすべがないことでございます。 

  町としては、災害に対応する職員が限られていることから、災害時は独り暮らしの高齢者や障がい者など

のいわゆる災害弱者への対応を優先とし、さらに危険が迫り、緊急に対応が必要な孤立した状態にある方を

優先して支援することとなります。 

  今後は、ＳＮＳ等の新しい技術を活用しながら、指定避難所以外の避難者の把握の仕方について研究

してまいります。 

  ４点目、能登半島の職員派遣の報告会でございます。 

  能登半島地震における本町からの職員の派遣については、石川県能登町での避難所運営支援のために

３月26日から４月3日までの９日間、職員２名を、石川県志賀町での家屋等の公費解体申請業務支

援のために４月21日から４月27日までの７日間、職員２名を派遣しております。 

  いずれも帰庁後に、私のほか、副町長、所属長、総務課長、危機管理監、総務課の担当職員が同席し、

派遣された職員から被災地の状況や関わった業務内容、柴田町として今後参考とすべき防災・減災対策

などを伺う報告会を実施しております。 

  職員向けには、職員用のポータルサイトに派遣職員から報告書を掲載し、報告内容を共有しております。 

  大綱２点目、認知症を発症しても安心して暮らせる社会づくりをということで、４点ございました。 

  １点目、認知症の人数でございます。 

  厚生労働省が今年５月８日に公表した研究結果では、65歳以上の人口に対する認知症の有病率は

12.3％でした。この有病率を柴田町に仮定した場合、令和６年３月末時点の柴田町の65歳以上が１万

1,427人でしたので、認知症の患者数は1,405人という推計になります。 

  また、国民健康保険団体連合会が作成している国保データベースシステムの医療情報では、柴田町の国

民健康保険加入者と後期高齢者医療保険加入者のうち、令和５年度に認知症の診断を受けた方は629

名でございました。 

  ２点目、認知症のスクリーニングでの早期発見でございます。 

  医療機関でのスクリーニング検査を受け、認知症と診断される前に、自分や家族でチェックシートなどを活

用し、認知症機能や社会生活にどのぐらい支障が出ているかの目安を把握できると、認知症の早期発見の

手がかりになると考えております。 

  また、認知症の予備軍である軽度認知障害と呼ばれる段階で適切な予防に努めることで、健康な状態
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に回復できる可能性があることが厚生労働省の研究により分かってきております。 

  認知症に進行させないために、軽度認知障害についての理解を広めるとともに、先進自治体の事例につ

いて情報収集し、スクリーニングの活用も視野に入れながら認知症の早期発見に努めてまいります。 

  ３点目、認知症に対する正しい理解の普及でございます。 

  認知症に対する正しい理解を深める取組として、これまで、認知症の方やその家族を温かく見守る応援者

を増やす「認知症サポーター養成講座」の実施や、認知症に関する総合相談ガイドである「認知症ケアパス」

の配布を行ってきました。最近では、広報紙しばた９月号に「みんなで知ろう認知症」の特集記事を掲載した

ところでございます。 

  また、令和６年１月１日に共生社会の実現を推進するための認知症基本法が施行され、９月は認知

症月間と定められたことから、これに併せて、39歳で認知症と診断された宮城県出身の丹野智文さんの実

話を基に描いた映画「オレンジ・ランプ」の無料上映会を９月27日に槻木生涯学習センターで開催する予定

でございます。 

  認知症は誰もがなり得る病気です。今後も認知症に関する正しい知識を地域住民に分かりやすく広報し、

自分事として理解し、一人一人が認知症予防に努めていただくとともに、たとえ認知症になった場合でも地

域で安心して暮らせるまちづくりを目指してまいります。 

  ４点目、認知症の避難は近所の避難所に行けるのかということでございます。 

  柴田町では、認証であるかどうかを問わず、まずは指定避難所への避難を呼びかけております。 

  東日本大震災避難所支援者アンケート調査結果では、認知症の方が避難所で生活するために最も大

切なことは、周囲の理解や協力があることだったと報告されております。周囲の方々が驚かせない、急がせな

い、自尊心を傷つけないといった接し方をすることが、認知症の方が避難所で過ごせる条件の一つと捉えてお

ります。 

  避難所での生活を安心して過ごせるよう、段ボールやパーティションによるプライバシーの確保に加えて、日頃

から住民や職員への認知症の理解に関する啓発に努めてまいります。 

  以上でございます。 

  「感震ブレーカー」が正しくて、私は「感電ブレーカー」と読んでしまったようですが、「感震ブレーカー」の設置でご

ざいました。失礼しました。 

○議長（髙橋たい子君） 吉田和夫君、再質問ありますか。どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） ありがとうございます。先ほどの町長の答弁でも、火災件数はさほど多くないという

ようなお話でございました。地震の場合は、能登半島に限らず、災害が起きたときには同時多発的に意外と

起きています。大規模地震発生時には１か所だけでなくて数か所、また交通便なんかももちろん悪いですので、
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大規模な火災に発生するおそれがあると、消防力も不足すると。そういった状況で、近年の大規模火災の主

な原因ということで消防白書も見せていただきましたけれども、半分以上は通電火災であるというふうに述べら

れております。 

  ちょうど総務省の消防庁で、「地震災害を防ぐポイント」ということが消防庁で出しております。その中にも、

地震火災対策をきちんとできていますかというチェックリストが10項目ぐらいあるんですけれども、住まいの耐震

性を確保していますか。その中に２番目に、感震ブレーカーを設置しましょう、ちゃんとチェックしていますか。これ

も総務省の消防庁でこのチラシを最近出しています。 

  原因の特定をする上で、先ほど申し上げた半分以上は通電火災による。地震で建物が壊れる、あるいは

家具が押し潰されて電線をまたいで圧迫してしまう、通電したときにそこからショートして火災が起きると、そんな

ようなメカニズムなんですけれども、少しでも、先ほど主意書に述べたとおり、水害とかというのはある程度予見

できますけれども、震災は予見できません。だから、ゆえに、少しでもいいので軽減するのには、安価なものもあ

るんですね。3,000円ぐらいからありますし、たくさん自治体ではホームページなんかを見ると十五、六ページぐら

いざあっと出ています。北海道・東北というのは意外と少ないというか、見当たらなかったんですけれども、少し

でも軽減を図るべきだと思うんですけれども、見解はどうでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君） お答えします。 

  吉田議員の言うとおり、感震ブレーカーを設置すればそういった通電火災については防げると思うんですけれ

ども、まずは住民のほうに感震ブレーカーという存在、あとは通電火災の危険性ということがまだ幅広く知れ渡

っていないのかなと思うところでございますので、まずは今言った感震ブレーカーの存在が、例えば分電盤タイプ

から、今吉田議員おっしゃったように簡易タイプまで幅広くありますので、そういったものがあれば地震が起こった

際に災害が防げるよというようなことを周知徹底してまいることが最初なのかなと思っているところでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） 質問主意書は２週間ぐらい前に通達を出すわけですけれども、千葉県とか先進

地なんかでは既に助成しているようなところもあります。多分、事前通告しているので、いろんなところを調べた

んだとは思うんですけれども、調べた結果の感想なんかはどうなんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君） 今言われましたとおり、２週間前に出ますので、私のほうでも大きな自治体、

あとは小さな自治体ということで調べさせてもらいました。例えば千葉県の千葉市なんかでは消防局の予防課

のほうが音頭を取りまして、平成30年度から実施しているというような状況、あとは愛知県の柴田町と規模が

同じような武豊町というところにも確認しました。そういったところも、簡易タイプについて１個1,500円程度の
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補助を実施しているというような話を聞いております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） たくさんの自治体はあります。コンセント型の場合、幾らとか、あるいは東京なんかで

はもう既に市で準備していて貸与みたいなところもあります。最近のやつでは鳥取県、これは能登半島地震を

受けて、今年の６月に補正を組んで感震ブレーカーの設置を実施しております。県民アンケートをこの鳥取県

で取ったんですけれども、感震ブレーカーの設置率、アンケートの結果なんですけれども、16％と出ているんです

ね。16％って高いなとは思ったんですけれども、まだまだだと鳥取県の知事もおっしゃっておりました。それぐらい

東北・北海道関係は、まだ認知度は危機管理監が言ったみたいに非常に少ないんですね。少ないからこそ、

宮城県柴田町で感震ブレーカーの設置を検討されているなというのろしを上げるだけでも違うと思うんですけれ

ども、どうですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君） お答えします。 

  まずは、この感震ブレーカーの大切さのことを周知徹底、広めてまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） 輪島市の火災を受けて、第３回輪島市大規模火災を踏まえた消防防災対策の

あり方に関する検討会という、この報告書がネットに出ているんですね。第３回のやつを見てみました。そうする

と報告書の中に、感震ブレーカー設置に対する支援の実施状況が載っておりました、代表的な５つぐらい。東

京都内は各区でも対応違いますと。ブレーカーをあっせんしているところもありますし、あるいは新宿では対象地

域を指定、この地域を指定します。感震ブレーカー、この地域は指定しますので設置を協力してください。また、

神奈川県横浜市、危機管理監が言ったとおり、課題は感震ブレーカーの認知度が低いこと、これが課題だ

と、この第３回大規模火災を踏まえての検討会で述べられております。本町も同じだと思うんですけれども、ど

うすれば感震ブレーカーって通電火災を防げるんだなという認知度を高めることができるでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君） 今年度も出前講座ということで毎月のようにやっております。９月についても

２回、あと10月以降は３回、４回とかということで別でやっているんですけれども、その中で私のほうで出前

講座ということで行って、防災全般について話ししてくるんですけれども、その際に口頭だけで説明するのではな

くて、こういったものがあるよというようなことでビジュアル的に訴えるようなレジュメを作って周知徹底に努めてま

いりたいと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） やっぱり周知徹底から始めていただければ、関心を持っていただく。これで火災が防



４７ 

げる、震災での通電火災を防げるというのであれば、3,000円ぐらいからピンからキリまでありますので、非常に

いいのかなと。 

  ちょうど昨日、こういうみやぎ県政だよりが載っています。議員の方はネットつながっていますので、みやぎ県

政だより今月号とか見ればすぐ分かるんですけれども、今回、震災特集なされています。３ページ、４ページ、

５ページぐらいの３ページぐらいにわたって、村井知事さんがもちろん出ていて、地震津波対策していますかとい

うことで出ております。その中に、県政だよりの中で感震ブレーカーに触れてあります。これは、感震ブレーカーは

設定された以上の揺れを感知すると自動的に電気を止める措置ですと。地震直後や停電から回復したとき

の通電火災を防げる可能性が高くなります。安価な簡易型タイプは家電量販店などで数千円で購入できる

ので設置を検討してみましょうと、宮城県の県政だよりにも普及啓発が載っております。 

  県も推し進めているのであれば、仙台市なんかどうなのかなと思っていろいろ調べてみたら、仙台市でも啓

発活動されておりました。仙台市では、通電火災防止対策等の啓発に、地震後の通電火災を防止するた

め、引き続き家具の転倒防止、そして感震ブレーカーの普及を進めるとともに、避難時におけるブレーカーの遮

断、通電時には電気器具の確認等の啓発を図りますと、本庁もまず普及をどんどん進めてまいりますと、仙

台市も進めておりました。 

  地震は、柴田町だけ揺れるわけではないんですね。大河原も揺れますし、村田も揺れます、角田も揺れま

すので、広域の長である滝口町長も、広域的にも代表者にもなっておりますので、村田でも火災あった、大河

原でも２件あった、柴田町で３件火災あったなんていったら、そういう通電火災なんかを起きないとは限らな

いので、感震ブレーカーを設置すれば少しでも軽減できるのかなと。広域としては町長、どう考える。広域の長

として感震ブレーカーの設置についてはどう思いますか。 

○議長（髙橋たい子君） まず、危機管理監に。広域、ちょっとお待ちください。（「分かりました」の声あり）

危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君） この質問を受けまして、私のほうでも仙南広域行政事務所の広域のほうに

電話で状況のほうを確認しました。確かに今回の能登半島地震が起きまして、吉田議員ご指摘のとおり、消

防庁のほうからいろんなそういう感震ブレーカーの大切さとか、通電火災の恐ろしさというようなことで連絡という

か、通知が入っているようでございます。その中で、広域でどうなのかという話をしたら、やはり町長答弁しました

とおり、まずは地域住民の周知徹底が大切なんではないかというような話を受けております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） この感震ブレーカーもいろいろと普及をまずは進めていただきたいと思うのと、いわゆ

る今度居住に関すれば、この2000年基準ですか。先ほど数字、ちょっと私が調べたやつと違うなと思ったんで

すけれども、我々もらった資料には4,682棟、いわゆる旧基準で残っている建物があるということで、先ほどの
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町長答弁では旧耐震基準4,589棟、これはまだ住んでおられる、あるいは住んでいない世帯なんかも入ってい

るんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君） 住宅の戸数についてのご質問をいただきました。町長答弁のほうで答弁

させていただいた数値につきましては、税務課の固定資産の台帳上、建築年度、そういった木造住宅というこ

とで、それの令和６年の７月31日現在の数値ということで算定しまして答弁させていただいたものになります。

ですので、この中には居住していない建物についても含まれるというようなことになります。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） 私はいわゆるこの4,589棟の中で、例えば耐震基準はされていないんでしょうけれど

も、いわゆる耐震基準にしたら赤紙が貼られるだろうなというような家屋というのは何件ぐらいあるんでしょうか

ね。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君） 今回、旧耐震基準4,589棟ございますということで答弁させていただきま

した。これについては、耐震診断を助成いたしまして診断を行っていただくわけなんですけれども、そちらの診断

については、国のほうが定める耐震基準というか、診断方法によって審査をしてもらいます。ですので、災害の

ときに赤紙を貼るとかというのではイコールではなくて、その基準に対して安全性が確保されているか、していな

いかというような診断になります。そして、もし診断で安全が確認できないということであれば、それを満たすため

にはどれくらいの費用がかかるかというような報告書まで頂くような診断内容となっております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） 時間もあれですので、私も２件ほど、屋根のぼっかり空いているようなところで生活

しているなんていうのは、最近２件把握したので、もし私があれだったら赤紙を貼ってくるんですけれどもねとい

うような家庭、相談もされているので分かっていると思うんですけれども、住まいの耐震性を確保するというよう

なことで、例えば耐震診断して改修してくださいよとなった場合、やっぱりお金がかかりますね。大金がかかるの

でやめるという方もおられます。あるところでは、三重県の四日市なんですけれども、これが３段階ぐらいに分か

れていて、全部やるんだったら150万円上限出しますよと。１階部分だけだったら80万円、自分の部屋だけで

やるんだったら18万円と。そういう自分の安全性を確保する居住空間だけの耐震というのは、本町では補助

はあるんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君） 耐震改修工事のほうのご質問になるかと思います。今回、耐震診断をし

まして安全が確保できなかったということで、それに対して今度安全を確保するための改修工事をするのに対し
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ても助成を実施しておりますが、そちら国、それから町、県と３団体から補助金を合わせて助成をしているわけ

なんですけれども、その大本となる国、県としましては、部分的な改修に対しては補助対象として認めていない

と。建物一体としてするのであれば補助金を交付するというような要綱となっておりますので、部分的な改修

に対しては助成を行わないということになっております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） 昨日、ＮＨＫの「時論公論」11時半からやっておりました。たまたま同じようなテーマ

だったので見入ってしまいましたけれども、木造住宅の耐震化をどう進めるかというのが「時論公論」のものでご

ざいました。今回だけで能登半島だけでも、建物だけでも全体で114人が亡くなっているんですけれども、その

中の８割が建物被害。どうするかというと、耐震化できない理由は料金がかかる、高価なものである。一部だ

けでも耐震化を進めるというようなところが紹介されました。兵庫県、徳島県、静岡県、例えば自分の寝てい

るベッド近辺だけの耐震化、あるいは自分のいる居間だけ耐震化、これを助成しているようですけれども、少し

でも命を救うんであればそういった方向で検討もなさってはいかがでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君） 部分的な改修について助成というようなご質問だったと思いますが、その

件、宮城県のほうに考え方を事前に確認させていただいたところ、やはり部分的な改修、必ずしもそこにいる

時間は長いんですけれども、常時いるわけではない。仮にそこの部分だけ耐震改修をして、万が一別なところ

で何か生活をされている上で震災が来てしまったときには命の危険性があるということで、やはり建物全体に

対して助成をしていくというのが県のほうでも考えだということで、町のほうとしてもそういった考えに同乗する形

で助成をしていきたいと考えております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） そういう先進地の自治体もあることを昨日ＮＨＫで紹介されておりましたので、検

討していただきたいと思いますし、国土交通省の住宅建築物の耐震化の現状と目標というのも今出ていま

す。これを見ると、基礎的な安全性の確保で耐震基準、昭和56年以前の基準ですね。耐震性を有しないも

のについては平成30年、昔ですけれども、13％、令和12年までにおおむね解消、これは目標で出ています。こ

れは表になって出ていますね。住宅の耐震化のその現状と目標で、令和12年にはそういう建物はもうないです

よというような目標ですけれども、これを進めるべきではないでしょうかね、本町としても。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君） そちらの国の目標ですけれども、同じものを私も確認しておりまして、まず

国の耐震化の目標ということで、その考え方の基準となるのが、昭和56年以前の建物、いわゆる新基準に

対応するというのが目標のまずラインというか、基準になってきております。この国の基準に合わせまして、県の
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ほうとそれから町のほうもですけれども、令和７年度までに耐震化率を95％以上にしましょうよというような目

標で、まず足並みをそろえて進めてきております。 

  ただこの95％というと、すごく高く見られるんですけれども、この数値については以前河北新報のほうでも報

道されましたが、いわゆる土地建物統計調査というものからの数字を使っての耐震化率になっております。今

回答弁でお答えさせていただいたのは町の固定資産台帳からの数字ということになりまして、若干そこでの数

字の差というのがまず出てきております。ですので、国の目標に対しておおむね完了させるというのは、昭和56

年以前の建物が耐震基準に対応するようにというような目標となっておりますので、まずはそれに連動する形

で令和７年度末まで住宅の耐震化率95％以上を目指すということで、町のほうもそれに向けて助成のほうを

進めていきたいと考えております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） 全部がなくなるということ、おおむね解消ということですので、もうほとんどないよとい

うところまで耐震化率も含めていただければなと思います。 

  被災地の職員の研修会というか、報告会の件なんですけれども、副町長も参加されているようですけれど

も、副町長の所感なんかを述べていただければ。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。副町長。 

○副町長（水戸英義君） ２グループ参加させていただいて、テレビで報道されている部分と、それから現実

的に職員が見てきたものは明らかに違うものもあるなというのが第一印象でございまして、細かいところまでは

映していないんですね。本当にひどいところをひどいようにメディアでは映しているような状況ですけれども、実は

もっとこういうことが困っているということが実はメディアで放送されていないとか、そういったことの実は報告もあっ

て、細かい部分までこうするべきだという職員の所感なんかもいただいて、次の震災の場合には町としてもそう

いった経験を生かすことができるなというのが第一印象でございました。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） それが大切だったのでね、報告会もしていないんだったら何のために行ったのかなとい

うふうに思いました。 

  大崎市でも今回、山形での豪雨、これにも職員を派遣しています。どのような教訓がこの大崎市にもたらす

のかと。副町長と同じように聞いて、実際と報道でされていると、もっと深刻なものまであるなというのはつくづく

感じたそうです。能登半島でも保健師さんが一番最初に数名派遣されて、いずれも市長同席で開催されて、

せっかくの経験を大崎市にとってもっともっと生かすべきだということで、𠮟咤激励しながら全て報告会に参加し

ているようでございます。 

  ８月の17日付の河北新報にも、能登半島に派遣された職員の活動報告会が、東松島市の状況が載っ
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ておりました。これは教育委員会の事務局に配属された人なんですけれども、教育施設の備品や修繕、事務

を担ったようですけれども、感じたこと。寄附金の使い道、各学校が決める取組になっていて、これは非常に参

考になったと。また、中学校を間借りしている子どもたちといろいろ議論しながら、遊具の設置の提案なんかは

子どもたちならではの発想で子どもたちで決めたと。こういうようなものを市長も派遣して教訓をまちに持ち帰る

ことができたと喜んでおりました。 

  なかなか経験するものではないんですけれども、うちのほうで２グループ、２回ですけれども、大崎ではもう何

十回となく行っていますね。こういう機会があればぜひとも派遣していただいて、そのノウハウを柴田町のために

役立てていただければなと思います。 

  質問２問目で、本町における認知症の人数1,405人、これは推計ですけれども、そんな方がいるということ

で、本町としてはこれを未然に防げる、あるいは遅らせる、あるいは啓発活動としてどんな事業を推進している

んでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長（三浦英明君） 柴田町におきましては、認知症の事業といたしましては「認知症サポーター養

成講座」、これを毎年開催してございます。令和５年度につきましては９回ほど開催をさせていただきまして、

延べで271人の方に参加をしていただきました。その際、認知症の正しい理解と、それから、もし認知症の方を

見つけた場合、こういうふうに対応してくださいというような内容で啓発活動を行ってございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） 認知症のスクリーニング、あらゆるところでやっております。ホームページに簡単な設問

で、何点だったら認知症の傾向があるようですので早めに相談してくださいなんていうのは、チラシでもたくさんあ

るようでございます。認知症というのは進行性の病気だそうですので、発見が遅れれば遅れるほど、介護であっ

たり、いろんな社会的な料金であったり、困難になるということなので、いかに早くその人を認知症となって導い

て専門家のほうに結びつけられるかと、これがポイントだということですので、何かチェックリスト的なものというの

は本町にはないんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長（三浦英明君） 今現在ですと、認知症の進行の程度に合わせました「認知症ケアパス」という

冊子を本町でも作成しております。この冊子につきましては、先ほど申し上げました認知症サポーター養成講

座とか、そういった場面で配布をさせていただいております。その中にも簡単なチェックシートのようなものがある

んですが、なかなか私から見てもまだまだ周知されていないというふうに感じておりますので、今インターネット上

でもオープンデータとして各自治体のチェックリスト等が上がっておりますので、今後そういったものを研究しなが

ら、柴田町としてももっと手軽なチェックリストを作りまして、そういったもので周知していきたいと、そういうふうに
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考えております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） やはり認知症のところには早期発見が一番だということで、兵庫県の洲本市という

ところがあるんですけれども、これは新聞に出ておりました。認知症予防健診、これはみんな集めて健診ってす

るわけではないんですね。いろんな特定健診のときに集まった人たちの中から、希望者に21問の項目をチェック

してというようなものなんだそうですけれども、このチェックシートで３％から５％の人が認知症の疑いがあると。

そして、受診勧奨をやって専門家につなげたと。非常にいい効果だと載っていました。紙ベースを使っていわゆる

集会所なり、今言った特定健診の集まりなり、そういったところで用紙であれば下の項目に相談してください

と、町の保健課でも福祉課でも番号さえあれば事前にある程度の関心は寄せられるのかなと思うんですけれ

ども、これはどうでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長（三浦英明君） 町のほうでも、例えば今地域福祉センターのほうで「健康マージャン」というもの

に参加されている高齢者の集まりがございます。それから、ダンベルサークルですとか、それからあと老人クラブの

集まりですか。様々な場面で高齢者の方が集まる機会がありますので、そういった場面でチェックシートを配布

して、早期発見につなげる取組というのも大切なものだというふうに認識しております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） ぜひ、みんながかかるような病気になってきておりますので、認知症の理解を深める

ために、いろんな機会を使って普及啓発活動をしていただければなと思います。 

  最後に、認知症の避難所の件ですけれども、認知症になった、でも避難所に迷惑かけるから行かないとか

というような方もよく聞くんですけれども、福祉避難所というのは二次的避難所になると思うんですけれども、

どういったときに開所されますか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長（三浦英明君） 福祉避難所でございますが、二次避難所ということですけれども、例えば今ま

で一回も使っていない福祉避難所のほうにそういった認知症のある方、そしてそのご家族が積極的にそちらを

利用するかというと、そこはきちんと対話を重ねた上で、使いたいということであれば、二次避難所開設の折に

はそちらをご案内したいと、そういうふうに考えてございます。また、ふだんから使っている施設であれば、積極的

に受け入れていただけるように、二次避難所のほうにこちらで連絡を差し上げたいというふうに考えております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） いわゆる二次避難所を開設した、認知症の方が今行きますというふうに、そういう

災害とかとなっているようなときに、そういった人たちに対する連絡体制というのはどのような格好で連絡をつけ
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るわけですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長（三浦英明君） 町のほうでは、こういった災害弱者と言われる方に対して、避難行動要支援

者の名簿とか、そういったものを作成しております。町のほうで認知症のある方全てを把握するというのもなか

なかそれは難しいものがありますので、こういった名簿の活用とか、それから地域包括支援センター及び民生委

員のほうから情報提供などをいただいて、本当に二次避難所の避難が必要な方がいれば、そういったところか

ら情報をいただいて、町のほうでそのご家族の方にご連絡を差し上げたり、そういった対応になるかと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○11番（吉田和夫君） 分かりました。16年後の2040年には認知症584万人、先ほど町長の答弁でもあり

ました軽度認知症、これも含めると612万人ということで、３人に１人が認知症傾向と。我々議員の中でも

何人かいたりするような時代が来るかも分かりません。もう誰もが特別な目で見られないというような時代に突

入してきたのかなというふうに思いますので、そういう風土を今から本町では築いていかなければいけないのかな

と思います。普及啓発活動も本気になって、今から認知症予防、少しでも遅らせる、介護もできるだけ少なく

するという体制づくりに、我々ももちろんそうですけれども、一緒に取り組んでいただければなと思います。 

  以上で私の質問を終わります。 

○議長（髙橋たい子君） これにて11番吉田和夫君の一般質問を終結いたします。 

  ただいまから休憩いたします。 

  10時40分再開といたします。 

     午前１０時２４分  休 憩 

                                            

     午前１０時４０分  再 開 

○議長（髙橋たい子君） 再開いたします。 

  休憩前に引き続き一般質問を行います。 

  ３番吉田清君、質問席において質問してください。 

     〔３番 吉田 清君 登壇〕 

○３番（吉田 清君） ３番吉田清、大綱１問質問させていただきます。 

  本町の職場環境の現状について。 

  職場環境の向上が施設面・メンタル面など、様々な方向から重要視されています。本町の役場職員にお

いても、心身ともに快適に仕事ができる環境であることが、業務に良い効果をもたらし、それがひいては町の発

展へとつながります。 
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  近年、本町役場では多くの職員が中途退職しました。これまでの状況を踏まえ、今後の対応等について伺

います。 

  １）令和３年度から令和６年度までの中途退職者数と退職者数は。 

  ２）令和５年度から令和７年度の採用はどうなっているのか。 

  ３）有給休暇取得の実態は。 

  ４）職員の時間外勤務の状況は。 

  ５）現状を踏まえ、今後の対応は。 

  以上です。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。町長。 

     〔町長 登壇〕 

○町長（滝口 茂君） 吉田清議員、本町の職場環境でございます。５点ございました。 

  １点目、令和３年度の定年退職者を含む退職者数は21人となっており、そのうち３人が年度途中での

退職となっております。令和４年度の退職者は27人、うち６人が年度途中での退職、令和５年度は退職

者21人のうち、６人が年度途中での退職、令和６年度は定年退職者４人、再任用職員で任期満了によ

り５人の退職者がおり、そのほかに現時点で２人が既に退職しております。 

  ２点目、今後の採用ですが、令和５年４月１日付の新規採用職員数は13人で、内訳は行政職が10

人、土木職が１人、保育士１人、任期付歯科衛生士１人となっております。令和６年４月１日付の新

規採用職員数は14人で、内訳は行政職11人、土木職１人、保育士２人となっております。また、令和７

年４月１日付の新規採用職員については、令和７年４月１日からの第８次定員適正化計画を策定中

であることから、暫定として必要な職員数を見込み、採用試験を実施しております。採用予定者数は25人

で、内訳は行政職が12人、土木職が４人、保健師が３人、保育士が３人、任期付職員として社会福祉

士２人、心理士１人となっております。 

  ３点目、有給休暇の取得でございます。年次有給休暇の取得状況ですが、令和３年は職員１人当た

り年間で平均10.03日の取得となっております。令和４年は職員１人当たり年間で平均10.41日、令和５

年度は職員１人当たり年間で平均11.32日の取得となっております。 

  ４点目、時間外勤務でございます。職員時間外勤務の状況ですが、令和３年度は職員１人当たり月

平均12.1時間、令和４年度は職員１人当たり月平均11.0時間、令和５年度は職員１人当たり月平均

9.9時間となっております。 

  ５点目、今後の対応です。新たに策定する定員適正化計画に基づき、職員の適正管理に努め、また、

各課への人員配置についても適正な人数を配置するようにし、職員の業務負担が過重にならないようにして
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いきたいと考えております。 

  年次有給休暇については、有効に活用することで職員の健康保持や心身の疲労回復を促し、働く意欲

の向上につながっていくものと考えております。少しずつではありますが、取得日数も増加傾向にありますので、

大型連休や夏季休暇と合わせて年次有給休暇を取得し、長期休暇となるよう職員に対し呼びかけるなど、

引き続き、年次有給休暇を取得しやすい環境づくりに努めてまいります。 

  以上でございます。 

○議長（髙橋たい子君） 吉田清君、再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 常日頃より職員の皆さんにおかれましては、町民のために日々忙しい業務を遂行し

ていただき、この場をお借りしまして感謝と御礼を申し上げます。大変にありがとうございます。 

  仕事上での人間関係は業務を円滑に進める上で最も重要になってくると言えます。人と人のとの交流にお

いては、物事の感じ方や捉え方、性格はもちろん人それぞれ違いますが、よりよく働くためには相手の立場に

なって考えることも必要だと思います。ここ数年間と比較して、過去最大の退職者が出たと言ってよろしいんで

しょうか、お伺いします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 退職者数のお尋ねでございます。退職者数については、先ほどお話ししました

けれども令和５年が21人、令和４年が27人、令和３年が21人ということで、その年度によりましていろんな

状況が変わってきます。定年退職をする者が多い年というところもございますので、数量的には20人前後でこ

こ数年は推移しているということでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 職員の皆さんが快適に仕事ができて、より長く勤めていただける環境整備に努力さ

れてきたとしても、このように退職が出たとなれば、結果として本当に環境整備に努力してきたと言えるのでしょ

うか。退職された方から具体的に次につながるような不満など、そういうものは状況によって伺ったりして今まで

きたのでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 全部が全部そのようなことをしているというわけではございませんけれども、基本

的にはお辞めになるときにお話を伺うというところはございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 辞める上でいろいろ事情を聞かれているとは思いますが、その上でより快適に仕事

ができる環境づくりのために、どのような今まで対応をされてきたのか、お伺いします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 
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○総務課長（加藤栄一君） まず、各部署での人間関係、コミュニケーションを円滑にすること、それは当然

やってきております。それから、今回、庁舎の改修も行いましたが、それもまたその一つかというふうに考えており

ます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） では、来庁される方にも、職員に対して不快感を与える方は今までいましたか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 実際、毎日いろんなお客様がいらっしゃいます。その中にはいろんな思いを持っ

て来られる方もいらっしゃいますので、そういうケースもございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） そのような来庁者が来た場合、具体的にどのような対策を今までされてきたんでしょ

うか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） まず、対策というよりも対応ということかと思います。まず、一般的になりますが、

丁寧に傾聴する、それから丁寧な説明を心がける、それがまず第一かと。実際、そのような行動で接している

ところでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） このようなカスタマーハラスメント、カスハラがあった場合、町長まで報告しているんで

しょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 都度都度報告しているということではございません。ただ大きな事象、これまで

にも警察に通報するということは、数は少ないですけれども、ございました。そういうときには報告しております。

また、今回、吉田議員からの質問をいただいて、もろもろ庁舎内でそういうケースがあったかどうかということで、

令和４年に一度調べておりまして、また今回も調べさせていただきました。その報告については町長まで上げて

おります。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 今、町長のほうにも重大なそういう来庁者があった場合、報告しているとありました

けれども、町長、以前、職員からのカスハラについての相談はあったんでしょうか。町長、お願いします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。町長。 

○町長（滝口 茂君） 先ほど申しましたように、カスタマーハラスメントでやっぱり職員に危害を加えるような

ものについては、随時私も警察との連携を指揮したりしておりますが、あと報告になっている細かいところは原
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課のほうで対応しておりますので、直接指示するということはございません。ただ、細かいところの報告書を見て

みますと、やはりもっともっと私、ちょっと怒られるかもしれませんが、やっぱりあまりにもクレームの内容が理不尽

過ぎて、職員もっと毅然とした対応でできないものはできないとはっきり言ったらいいんじゃないかと言いたくなる

ような内容になっております。でも、職員は丁寧に辛抱強く答えて、私は短気なので、これだったらもう、何てい

いますか、はっきり物を申すことになるんですが、職員はそこを我慢して丁寧に理解されるまで対応している状

況がうかがえるということでございます。 

  ただ、これにつきまして今対応の方法、いろいろ各課ばらばらな対応になっております。これについては、ケー

スごとにやっぱり専門家のご意見をいただく必要があるかなというふうに思っております。基本的な対応の仕

方、例えば１人では対応しないとか、必ず２人以上、上司にすぐに連絡して説得というか、理解をしていただ

く対応を取っておりますが、いろんなケースがあり過ぎるので、これに対しては専門家のご意見を伺う必要がある

のかなという感想でございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 小さなことは町長のほうには報告していないということなんですけれども……

（「     」の声あり）行っているんだね、そうですか、はい。では、カスハラがあった場合、各課職員への

情報共有というのは、しっかり横の連携とかはされているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 先ほど調査したということでお答えしましたけれども、そのことについては庁舎内

のイントラネットの中で掲示しているということでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 役職の何ていうんですかね、一部の本当の入ったばかりの職員等にもカスハラのこう

いう人いるんだよというのは下まで伝えてあるんでしょうか。例えばですよ、電話した場合、ちょっとクレームの人

がした場合、全然うまくいかないなみたいな感じで、なおさらカスハラしたい人がもっとこの対応はどうなんだとい

うようなこともあるかと思うんですよ。そういった場合に下の職員にまで伝わっているのか。言っていること分かりま

すかね。分からないですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 今お話しいただいたのは、何回も何回もおいでになる方のことかと思います。そ

のようなケースについては、それぞれ同じところに足を運ばれることになりますので、原課でその情報はつかまえて

いるということだと思います。また、先ほどお尋ねの周知の件については、庁舎内の掲示板でみんなが見られる

ように周知をしているということでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 
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○３番（吉田 清君） あまり言うと私がパワハラになってしまうので、これ以上ちょっと突っ込めないのかなな

んて思っていたんですけれども、来庁者によっては人格を否定するような、精神的苦痛を与える人も今までい

たかと思います。また、今後も来られると思うんですけれども、先ほど町長が言われましたように、各課によって

マニュアルというか、作成できていない、そして専門的な方のご指導をいただきながら今後やっていくということで、

これを早急にやっていけると思ってよろしいんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 実際、いわゆるカスハラに当たるようなケースということで報告もございますので、

本来でしたら本当にこれまでもつくっておくべきものだったのかもしれないんですが、今のところございませんので、

至急対応できるように研究を積み上げていきたいと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 町長、今、総務課長が言われたとおり、早急につくっていただくということなんですけ

れども、これができた場合、シミュレーションとかも必要だと思うんですね、何でも。そういうのも、つくったと同時

にシミュレーションもやっていただきたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） ケースがいろいろでございますので、どのようなシミュレーション、もしくはロールプレ

イングができるかどうかは分かりませんけれども、そもそも策定する上でいろんなものを想定しながらつくることに

なると思いますので、あとは策定後にどのような使い方をしていくか、周知の仕方をしていくかは少し研究をさせ

ていただきたいと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 私が言いたいところは、管理職の人は職員を守っていただきたいというのが私の切

実な思いで、このようなことをさせていただきました。やっぱり若い職員が対応した場合に、相当心に傷を負う

私のような人もいるかと思うんですけれども、そういったことも含めましてお願いしたいと思います。 

  続きまして、採用面についてお伺いしたいと思います。中途退職され、既に大変支障が出ている部署もある

かと思いますが、令和７年度において採用人数をお示しいただきましたが、また今後の人事環境は大丈夫か

というか、専門職の確保はいろんな自治体で今は厳しいと言われておりますけれども、本町においてもこの専

門職の確保は大丈夫だと言えるんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 議員おっしゃるとおり、専門職の確保、なかなか難しいところがございます。職

員採用については、ＳＰＩ方式の採用試験、それから統一試験、あとはまた不足すれば再募集というような

形で進めているところですけれども、確保できるように努めていくというところでございます。 
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○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 大変厳しいということであるならば、柴田町の町長である滝口町長に汗を流してい

ただいて、関係部署に足を運んでいただくような対応はしていただけないでしょうか、町長。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。町長。 

○町長（滝口 茂君） 私も公務員生活50年やっておりますけれども、やはり最近の状況は、若い人たちの

キャリアアップですね。ですから、普通、我々ですと県庁に入ったらずっと県庁なんですが、我々の柴田町であ

ると、力をつけてくると学生服が窮屈になって、ほかの自治体に転職するというような状況が実は中途退職者

の多い分でございます。それから、ＳＰＩ試験という新たにいつでもどこでも試験が受けられることによりまし

て、人材の流動化が進み過ぎましてね。民間の方々を採用するのはいいんですが、ＳＰＩに取れるくらいの

民間の人でございますので、今度は柴田町で仕事をして、やっぱり物足りないという方はまたＳＰＩでほかの

自治体に行くということでございます。 

  ですから、雇用につきましては今各自治体の首長でも問題になっておりますので、昔のように県庁とそのほか

の自治体は同一にするとか、そういうふうに昔に戻らない限り、公務員の人材の流動化というのはもうなかな

か厳しいものがある。中堅の我々自治体は仙台に近いもんですから、仙台から来られるし、仙台にも行けると

いうことになるので、なかなか抜本的な対策が今打ち出せていないということでございます。ただ、首長の間で

は、やはり小さな自治体で専門職が確保できない実情を大きな社会問題と位置づけていただいて、国、県、

市町村挙げて取り組んでいかないと、一柴田町が各自、何ていうんですか、回ってもどうにもならないような状

況になっているということでございます。 

  柴田町、令和７年度、保健師さん４人採用させていただきましたけれども、全部併願でございます。一時

期には４人保健師さん採用されて併願で、実際採用したのはゼロということなので、今回も優秀なだけに、一

応柴田町に就職しますという通知はいただいたんですが、仙台市の発表の後にどうなるか、今気をもめている

ということでございます。ですから、もう個別に町長が努力して云々を超えているとご理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 分かりました。私だったら、町長に一言言われればすぐに何でもはいと言って応募し

たいつもりなんですけれども、分かりました。 

  私の経験も踏まえてなんですけれども、仕事をし続ける上で、精神状態を良好に保つことが最大の条件の

一つと言えると思います。令和７年度において、全ての職員に対して、例えば生涯学習センターの職員とか、

保育所の職員の方とか、そういう方に対しても、次の人事の際はこういうところを希望しているんだというような
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ことを調査というか、アンケートで調べて、次の令和７年度に人事の配置というか、していただけるように取り組

んでいるんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 人事異動の希望調書を毎年提出していただくようにしています。その中では、

第１希望、第２希望ということで記載していただく欄を作っております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 例えばその人に合った、適したというか、希望に沿った部署に異動がなれば本来一

番いいんでしょうけれども、そうならない場合というのもあると思うんですけれども、そうならなかった場合の人に

対して、速やかに異動してお願いしますというような形で一言言うんですかね。よろしくお願いします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 希望がかなわなかった職員についてということかと思いますが、正直申し上げま

して、多くの場合が希望がかなわないというような実情がございます。それはあえてずらしているということではな

くて、やはり職責と年齢と、あとは移動するタイミングということで、いろいろ関係することが出てきますので、でき

るだけそうしたいなということでは考えますが、まずうまくいかないのが実情です。希望に沿えないのが実情です。 

  その上で、異動できなかった職員に個別に説明するのかというか、理解を求めているのかということになれば、

現実それはしておりません。ただ、町長は、人事異動の際に希望どおりかなうことはないと、それでも自分の可

能性を広げてくれる機会だというふうに考えてくれということでお話をいただいているところです。 

○議長（髙橋たい子君） 町長どうぞ。 

○町長（滝口 茂君） 人事異動なんですが、職員は希望調書を出すのは自分の合っている仕事を出す

んですが、役場は、いつも言っています、みんなでやるもんだということですね。希望する課、どういう理由で希

望するか分かりませんが、希望しない課もあるんですね。でも、そこにもやっぱり職員を配置しなければならない

ということなので、やはり分野別に、例えば会計とか税務とか数字に詳しいということはきちっとした性格の人が

意外と必要だということになりますし、産業政策というと、商業も工業、農業もやっぱり人を相手にする仕事に

それなりの能力が必要だというふうに思います。福祉サービスですと相手の身になって考えられるような職員が

必要だと、まちづくりについてはやっぱり企画とか創造力、それぞれ必要だと。教育に関しては学校との連携と

いうように、それぞれの分野ごとに求められる資質、それは組織が求めているということを常に言っております。 

  ですから、自分で自分の能力を判断するのはもちろん当然なんですが、組織としては全体を動かすので、自

分の好きなところだけには行きませんよと。そのためには、自分で違ったところでもやっぱり腐らないということで

すね、そこで投げやりにならないと。私も体験談で申し訳ないんですが、14か所回ってきましたけれども、同期

が本庁の課長補佐になるときに私は出先に出されたと。何でというような、そういう実態的な話も交えながら
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人事異動の際には職員に言っております。全て総合力だと、最後には。それがたまたま町長という仕事もでき

ることだったのかなというふうに思っておりますので、自分の得意な分野を動かしながらも、やはり苦手な分もそ

こで努力するということでないと、いつも人事に不満ばっかり出てしまうということですね。ですから、組織管理

上、必要な人を配置せざるを得ないということなので、求める資質は自分の資質と、最終的には町長が求め

るんですが、やっぱり違いがあるので、町長は全体がよりうまくいくように人事配置をしているということもご理解

いただきたいと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 私も40年近くサラリーマンをしてまいりました。苦手な部署や上司とうまくいかず、け

んかをしたり、度々、実際３回転職しております。周りからも、家族からも、せっかくここまで働いたのにもう少し

我慢して働いたらと言われもしました。しかし、私的にはやっぱり限界でした。この限界というのは、やはり人間

関係から生まれたものでした、私は。その上で、先ほども申しましたが、人間関係が一番重要かと思うのであり、

その上で極力、本人の希望も取り入れていただけるような人事に配置して配慮していただければなと思ってお

りますが、町長が今言われましたように、間違いないと、頑張っていただこうということですので、職員の人もご

理解いただきたいと思います。 

  続きまして、人間関係も含めて、退職者を減らすためには、何が原因であるかを一つ一つひもといて次につ

ないでいくことが必要となります。そういった意味で、もう一歩踏み込んでアンテナを高くして、職場の雰囲気を

感じ取り、職場の改善に努力、もう一歩踏み込んでいただけると退職者を減らすことができないのかなと私思

っていますが、いかがですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 退職者の理由というのは様々ございます。ただ、どちらかといいますと、先ほど

町長が答弁もいたしましたが、キャリアアップとか、そういう自身の発動から転職をするというようなケース、あと

は家庭の事情だったり、そういったケースがほとんどですので、日々のことについては必要があると思います。ただ、

改めて辞めることに対して特化して何かというのは、そこまでのことではないのかなというふうに考えております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありませんか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 有給休暇のことについてですけれども、2019年４月に働き方改革関連法の一部

が施行されました。主に長時間労働の是正、有給休暇取得の義務化、同一労働に対する同一賃金などの

関連法案が上げられますが、働き方改革の根本は課題の解決のため、働く方の置かれた個々の事情に応じ、

多様な働き方を選択できる社会を実現し、働く方一人一人がよりよい将来の展望を持てるようにすることを

目指すとされています。これは、快適に仕事をできる環境を整備することで、より長く勤めていける状況を構築

し、その経験を生かし、効果的、効率的に仕事の成果を上げていくことだとあります。職員が効果的、効率的
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に有給休暇は取得されているんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 有給休暇の取得については、まず本人が希望を出して所属長が認めるという

ことになりますが、それぞれ各個人が自分の実情に合わせて希望を出しているところと理解しております。その

中で、あえて何で休むんだとか、そういう理由を細々と聞いたりとか、それからそれは駄目だというようなケースは

まずないと認識しております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 有給休暇も取りたいと思っても、実際働いている職場の環境というか、人員とか見

て、ちょっとこれ取れるような雰囲気じゃないなと思う雰囲気もあると思うんですよ。そういった円滑にもう取れる

ときに取れるというような人員や整備は極力をされてきたのか、お願いします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） その人員配置については、これまでも努めてきたということでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 大抵の方は子育てで忙しくて、急に子どもさんが発熱あったよ、親御さんが病気で

入院しなきゃいけない、そういった場合、緊急の場合は取れるかとは思うんですけれども、ちょっと用事あって、

例えばですよ、大好きな映画を、もうそろそろ期限が締まるので今日明日見なければ間に合わないという場

合、そういったふんわりした有休を取りたい方もいるかと思うんだけれども、それはそれでいいと思うんですけれど

も、そういった感じの理由は聞かずに、あした有給いいよということになるんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 先ほども述べましたとおり、細々と理由を求めることはしておりません。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） コロナ禍も５類に変わり、地域においてもにぎわいが戻ってきました。それと同時に

町主体の行事も増え、また大地震や台風がいつ発生するかなど、状況に応じて休日も出勤している職員も

見受けられますが、本当に代休や有給休暇は取れているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 必要な範囲で取得していると認識しております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 課長、もう一回、ちょっと答弁聞こえませんので。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 必要な範囲で取得していると認識しております。 
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○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 必要な範囲で取れるということですか。分かりました。もし取得できていない状況で

あれば、相当心身ともに疲労が重なったりしている職員もいるかと思うんですね。誰かは分かりませんけれども、

そのためにもいま一歩踏み込んで、必要に応じてというか、できれば次の日、早めに代休とかを取れるような努

力はされているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） それぞれの部署の事情がございますが、とにかく早く休むようにという指導はそ

れぞれ行っているところでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 有給休暇の取得は個人において様々でしょうけれども、課によっては、具体的に年

次計画というのを作成しているような課はあるんですかね。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 計画年休というような形かと思いますが、今のところそういう部署はないかと認

識しております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 日々の業務をこなしながら、有事の際や火事通報のたびに出勤されている職員も

見受けられています。また、今後、台風時期、今回は難を逃れましたが、町からの情報を見ますと、都市建設

課、農政課、上下水道課、管理職も出席されておられると思うんですけれども、警報会議というんですか、そ

のたびに庁舎に参集というか、来て対策されていると思うんですけれども、それが重なれば重なるほど代休とか

有給休暇、有給休暇どころか代休も取れない状況になるんじゃないのかなと私は思っておりますが、その辺の

代休というか、有給休暇は今後も含めて改善に努めているのかお聞きいたします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） これまでもこれからもまず取得できるようにそれぞれ所属長が配置していくという

ことになろうかと思いますし、また、一番最初のベースとなる職員全体数の確保ということについては、私どもが

取り組んでいかなくてはいけないのかなというふうに考えております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 話はちょっと違うほうに、時間の関係なんですけれども、多くの企業、あるいは教職

員では、長期休業者の３割から５割がメンタルヘルス不調によると言われております。行政の職員も等しくメ

ンタルヘルスケアが原因だとあります。退職した職員の全てがメンタルヘルス不調によるとは限らないと思います

が、中には先ほど言われました自分の夢や希望に向かって退職された方もいるでしょう。しかし、何らかの仕事
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上での不安や悩みがあって本庁を辞める選択をしたのであれば、残念なことと言わざるを得ません。そこで、仕

事の負担はどうだったんでしょうか。特に忙しい部署では残業が多いと聞いていますが。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 体調を崩して退職せざるを得なかったものということかと思いますが、そのことと

時間外の多寡というのはほとんど比例しないということでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） これからの本町の行政を担っていく人材が、どのような理由であっても離れていくこと

は、私は寂しくて残念でなりません。せっかく公務員になったのに、民間企業と比較してみても、収入や福利

厚生、退職金、退職において、全てにおいても安定している、ずっと人気の職業ではあります。本庁を辞める

前に、職員の誰かが辞める雰囲気を感じ取り、職場にとどまるような何らかの対策ができなかったのか、再度

お聞きします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 先ほど来お話を申し上げておりますけれども、やはり今退職する職員、特に若

くして退職する職員は、これから自分のやりたいことに向かって進んでいくというケースがほとんどでございます。ま

た、例えば結婚するだとか、そういったいわゆる家庭の事情といったところが多くございます。その中で、もし病ん

でしまうような、そういう方の退職という事例が出てくるというふうなことだとすれば、それについては管理職など

も少し感度を上げられるようにしていかなくてはいけないのかなというふうには考えます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） メンタルヘルスケアに関しては、公務員だけが例外ではありません。近年、現代社

会における過大なストレスは社会現象の一つでもあり、老若男女問わず誰でも簡単に心の病が発症されてお

ると言われております。メンタルヘルス対策として、町では職員へのストレスチェック制度といった対策の導入な

どを検討していると記憶がありますが、実際は実施されているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 年に１回実施しております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 国が開設している支援サイト、ハラスメント対策研修動画など様々あると思います

が、定期的にやられているかなと思ったんですけれども、今、年に一度と聞いたんですけれども、年に一度だけ

開催しているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 確認です。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 年に一度と申し上げましたのは、いわゆるストレスチェックのことでございます。 
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○議長（髙橋たい子君） よろしいですか。（「はい」の声あり） 

  再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） これは年に１回ぐらいで十分だと言えるんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 法にのっとった形での実施ということでございますので、年に１回しているという

ことにはなりますが、積み上がっていくものなので、例えば毎月やるとかそういうものではないかなと思っています。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 先ほどちょっと飛ばしたんですけれども、ハラスメント対策動画研修などは頻繁という

か、毎年これは職員の方、見られているような研修はされていますか。 

○議長（髙橋たい子君） ハラスメントの研修をされていますかということですか。（「はい」の声あり） 

  答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） ハラスメントの研修については、毎年ということではございませんが、毎年何かし

らの研修を重ねていきますので、その中でハラスメントだったり、それからメンタルだったりということで研修を進め

ているところではございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） ハラスメント研修した後に、今まで職員へのアンケート調査などは行ったことはあるん

でしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） その後のアンケート調査というのは行ったことはございません。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） なぜ、これアンケート調査をやらないんでしょうか。私はやるべきだと思うんですけれど

も。 

○議長（髙橋たい子君） もう一回、質問の趣旨なんですが、研修を行った上でのアンケートということですか。

（「そうです、はい」の声あり） 

  答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） いわゆる満足度調査のようなアンケートということであれば、実施していくのはい

いかなとは思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） ちょっと話変えます。何か議長ににらまれたので。 

  今まで長時間労働の不満など、職員からはなかったんでしょうか。 
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○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 正面切ってあったかどうかは別にいたしまして、そういった声は当然、聞こえては

きます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 業務の増加により限られた職員数で業務を完結するためには、職員の時間外勤

務もおのずと発生すると思われますが、いかがでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 時間外勤務は季節的なところもございますので、やっぱりどうしても出てこようか

と思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 事前にこの時期はこの課が忙しいとか、大体分かると思うんですけれども、そういった

場合の職員の業務軽減対策として、事前に人員増とか、会計年度職員の募集など、先々これ対応されて

きたんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） いわゆる季節的に業務が繁忙になるようなケース、そういうところにつきましては、

原課からの要望によりまして対応しているというところでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 時間外勤務手当についてですけれども、当町ではないと思われますが、時間外手

当はしっかりと市は支払われているんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 適切に支払われていると認識しております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 先般、大崎市民病院で時間外手当10億5,000万円が未払いとして新聞やテレビ

で放映となりました。大崎市民病院に対し、古川労働基準監督署から是正勧告を受けたことが報じられ、あ

まりの金額の多さに驚いたのは私だけではないと思います。いわゆる空残業のようなことが実際にあったというこ

とですが、本町ではないと認識してよろしいんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 基本的には時間外につきましては命令に基づいて実施するということになりま

すので、そういう認識でおります。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 
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○３番（吉田 清君） 大崎市民病院の職員の中には、実際の時間外勤務より過少申告した職員も多

数いたという事実もあるようです。私もサラリーマン時代、残業しても全くつかない時期があり、従業員の家族

の方の告発で労働基準監督署から是正を受け、工場長が辞めざるを得ないという責任を取った事実があり

ます。本町の職員の中には、実際の時間外勤務より過少申告した事実はないと理解してよろしいんでしょう

か。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） そのように認識しております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 一部の住民の方からは、夜遅く庁舎の明かりや夜遅く帰宅する職員、休日も車が

あったりと心配されている方もいらっしゃいます。恐らく夜遅くまで仕事をされていたのだろうと思います。時間外

勤務が発生する場合、直属の長に報告して時間外勤務されるんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 議員おっしゃるとおりでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 後日、直属の長は残業した職員に対して、実際何時間残業されたのか、体調はど

うなのか、場合によっては午前中で帰っていただくような確認とか、そういうようなことはされているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） それぞれ原課で対応していると認識しております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） また、時間外勤務が多い職員については、担当部署では把握されているとは思い

ますが、総務課の職員の方も把握されているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 総務課においても把握しております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 総務課では、残業の多い部署、職員だと分かった場合、直属の長から話を聞くな

どの対応はされているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 個別に聴取しているかということになれば、必ずしもそうではございませんが、先

ほどのお話のように繁忙期、この期間は多いということが分かっているようなケース、あとはこの職員はこういう事

情で今かさんでいるなというような状況が分かるときには、直接ちょっとお話を声かけたりということではしており
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ます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 残業の多い職員については、町長まで報告されているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 直接、総務課から報告は申し上げておりません。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 残業の多い職員だと、年間どれくらい時間外勤務をされていますか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 令和５年ですと、年間510時間という職員がおりました。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） そういった時間外勤務の多い職員に対しては、健康やメンタル面を考慮した上で、

業務軽減策などについて具体的な策を町として考えているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） ただいまのケースは明確に理由が分かっているようなケースでございますので、原

課のほうで割り振ってもらったり、持っている担当を分けてもらったりだとか、そういった対応はしてございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） そういった場合でも、町長のほうには報告、相談はされているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） そこまでの対応は取っておりません。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 例えば課によっては、忙しいながらも今週や来週の何曜日はもうノー残業日にして、

早く帰るようにして体を休めるように、あしたに備えるといった職員への配慮というのは各課ではされているんで

すか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 特にコロナが落ち着いてきましたので、やっぱり各課でそれぞれ懇親会などを計

画されておりまして、そういうときにはなおのこと、みんなで息抜きというようなことをしているという状況でございま

す。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 長時間労働や職場のストレス、様々な問題を抱えたとき、相談する担当部署とい

うか、窓口はあるんでしょうか。 
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○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 相談する部署としては総務課の職員班ということになります。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 今、総務課と言われましたけれども、総務課を通さずにプライバシーが守られる外部

機関など、悩みを安心して相談できる窓口というのはほかには設置していないんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 外部に町として設置しているかということになれば、そういったところは設置して

おりません。ただ共済組合でいろんなメンタルヘルスだとか、そういう相談できる機会もございますので、そういう

のは一般的にいろんな冊子で紹介されているということでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） メンタル不調で休職した職員にとって、職場復帰が高い壁となることは少なくありま

せん。回復状況に応じた職場復帰リハビリテーションなどの復職支援は行っているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 様々なケースはあろうかと思いますけれど、もしかして想定されているのが例えば

メンタルというふうに考えれば、復帰に当たりましては復帰プログラムみたいなのをつくります。その中で本人と

面談しながら、スタートは午前中にしようか、何時間にしようかということで、本人と相談しながら計画をつくって

いくということでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 職場復帰に関してなんですけれども、本人の希望でプライバシーも保護された上で

他の部署に異動したいという場合は、本人の希望も取り入れて異動もできるようにはなっているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） そういうケースも想定はされます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） そのような場合、スムーズに戻れるように、担当課の協力も得て、本人の心身の状

況に配慮しながら行っていただきたいと思います。そして、本人がもう最初から復職後、フルタイムで働く意欲と

いうか、つもりで出勤されると思いますけれども、かなり無理があると思った場合、速やかに無理しないでいいか

ら今日は半日でとか徐々に、そのような復職された方の配慮というのは、そういった具体的な思いやりというか、

それはされているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 先ほどの続きということで、メンタルで復帰した場合ということになれば、こちら
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からも、どうしても自分はできるようになったとか、元気になったんだという思いが強くて、その思いばかりが走ると

きがございますので、それは無理しなくていいよということで、半日スタートからということで声はかけるようにしてお

ります。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 労働安全衛生委員会の開催回数は月に何回されているんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 今年度は対面で１回、それから書面で１回という状況でございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 衛生委員会の人選方法と人員数はどのようになっていますか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 副町長が総括衛生管理者ということで１人、それから産業医と、あとは衛生

管理者ということで保健師２名という構成になっています。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 職員は何名なんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 職員は、保健師２名ということでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 安全委員会を開催されるときには、職員の方は参加されないんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 衛生委員の委員については、先ほど申し上げた４名、あと担当の私どもは事

務局ということで出席をいたします。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 副町長を先頭に、保健師さん、そして職員の方数名も一緒に参加されての会合の

衛生委員会ではないということですか。 

○議長（髙橋たい子君） 構成メンバーをお聞きするんじゃないんですか。（「ええ」の声あり）答弁したと思う

んですが。その委員会に職員が参加しないのかという……（「そうです」の声あり） 

  総務課長。答弁を求めます。 

○総務課長（加藤栄一君） 職員としては、衛生委員の保健師２名が参加いたします。 

○議長（髙橋たい子君） 今のその会に、メンバーのほかに職員は参加しないのかという問いですか。（「は

い」の声あり）ということです。職員は先ほど管理職と言いましたよね、のほかにということですか。もう一回、じ
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ゃあ、その構成メンバーを総務課長、お願いします。 

○総務課長（加藤栄一君） 構成メンバーは、総括衛生管理者に副町長、それから産業医、あとは衛生

管理者が２名、保健師と４名での構成ということでございます。 

○議長（髙橋たい子君） よろしいですか。（「はい」の声あり） 

  再質問どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 今の構成メンバーは分かりましたが、そのほかに職員が一緒になって会合というのは

ないんですか。委員会会合というか、ない。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（加藤栄一君） 衛生委員会としては、今のメンバー構成で審議していくということでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 安全委員会の意義なんですけれども、安全衛生委員会とは、現場を改善する強

い意志を持って運営に取り組むことが重要であり、長時間労働や人間関係から来るストレスなど、職員一人

一人を守る責任と義務があります。会議に職員の方が実際参加していないとなれば、職員の時間外勤務や

いろいろなストレスや人間関係、こういう話合いというのはここでは話題に上がらないということになるということ

で理解してよろしいんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。副町長。 

○副町長（水戸英義君） 産業医も当然このメンバーに入っているので、ストレスチェックの結果ですとか、この

月には何人、どういう状況で休んだとか、そういった確認も含め、産業医さんからもアドバイスを受けながらやっ

ているということです。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 実際に庁舎には医務室、常時、産業医や看護師がいるわけじゃないんですよね。

実際、産業医に対して職員から相談ということはあったのかというか、直接できないわけですか。常にいないわ

けですから、産業医があったとしても、安全労働委員会のときもそういう話にもならないというか、直接、産業

医に相談できる件数というのはあるんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。副町長。 

○副町長（水戸英義君） 職員が産業医さんに直接お話しできるのかというご質問、例えばメンタルを壊し

て数か月間休んだと。そういった職員については、復帰の際、産業医さんのお話をお伝えして全部決めてもらう

というか、復職のやり方とかも全て産業医さんを通じてやっているということです。ただ、職員が直接お話しした

い場合は当然、産業医さんをご紹介するということになります。あとは、加えて福島学院の専門の先生にもど

うでしょうかという働きかけはしています。 
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○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 聞きたいことも多々あったんですけれども、時間の関係上、最後になんですけれども、

本町の発展のために働くことを志望して、機会があって本町職員として現在昼夜にかかわらず、職員が町のた

めに一生懸命日々働いていることに敬意を表しております。 

  では、理想の職場環境をつくるにはどうしたらいいのか。これも一概にこれだということは、私も十分承知して

いる上でちょっと話をしたいことがあったんですけれども、東京大学大学院博士取得の評論家、與那覇潤氏

は、自身の人間関係、重度の鬱、病気の体験をつづった著書が話題になっております。これはＺ世代、青年

世代に向けた講演会でこのように話されたんですけれども、民間企業や団体ではもう既に浸透しているチーム

ビルディングというものがあります。これは、１つは心理的安全性、２つ目は相互の信頼性、３つ目は目標と

計画の共有、行政は縦割り組織で個人の能力に頼るところがあると言われています。しかし、チームビルディン

グとは、仲間が思いを一つにして、一つのゴールに向かって進んでいける組織づくりのことです。仲間が主体的

に自分らしさ、多様性を発揮しつつ、相互に関わりながら一丸となって共通のゴールを達成しようとチャレンジ

する、そうした組織をつくるための取組全般のことであり、チームコミュニケーションを円滑にしたり、チームメンバー

の役割分担を明確にしたりすることで、チームの目標達成に向けて組織に一体感をつくり、生産性の高い組

織づくりを目指すものです。気取らず、飾らず、本音で話せる、ほっとできる職場、場所にすること。町長、本

町もチームビルディング手法を取り入れて、少しでも退職者を減らすというような工夫をされてはどうかと思いま

すが、お伺いいたします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。町長。 

○町長（滝口 茂君） 途中退職しましたけれども、ちょっとかみ合っていないのは、精神的に不適切で辞め

た方の数が、正しく提示できないことが問題なんです。柴田町で途中で辞めているのは、若い人たちの柴田

町のキャパに合わなくて、それでも自分のやりたい仕事をほかの大きな自治体でやりたいという方、それから民

間企業で自分の例えば鉄道員にも憧れていたとか、警察官になりたいとか、それから編集委員になりたいと

か、あと酒の杜氏になりたいと、途中で仕事を自分のやりたいことに気づいて転職する、これは若い方々に多

いんですね。結婚、それから旦那さんの転勤、これが若い人が多いと。 

  職場に今のような不適応の方々は意外と中堅が多いということになります。それは、役所が今チームでやる

ということをおっしゃいましたけれども、実は、いつも職員に言っているのは、一人一人の能力はこれは大事だけ

れども、柴田町は全員でやらないと駄目だと。要するにチームでやらないと駄目だと常に言っております。そうで

ないともうやれない。ただ、柴田町独自に完結できないことは多過ぎるということです。というのは、国から下り

てくる仕事が一方的に多過ぎるということでございます。コロナワクチンにしてもそう、これからこども家庭センター

ですか、あれは一方的に法律でつくりなさい、いつまでにつくりなさいというのがあります。それから、何月何日ま
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で紹介文を出してよこせと。こういうふうに一方的にやられます。 

  それに対して定員適正化管理ということで、地方自治体の定員は総務省で縛られております。それから、

人件費の財源、これを実額でよこすわけではありません。増やしたくても増やせないと。こういうもろもろの状況

が今、地方公務員に成り手不足になっているのはそこなんですね。ですから、柴田町独自の解決策というより

は、国と地方の役割分担をきちっとして、地方が自由に職員を活用してやれるような財源をよこさない限り、こ

れは永遠に学者の先生が言っても、解決、私はこれまでの経験からいうとできないというふうに思っております。

ですから、新たな業務、いろいろ議会からも要望がありますけれども、そのときに職員が確保できれば問題ない

んですが、専門職も今、保健師さん、それから技術者も確保できないという、こういう実情の中でやらざるを得

ません。 

  それから、カスタマーハラスメント、いろんな町民からの苦情、要望がありまして、職員も頑張ってやっているん

ですが、やはり人間関係の中をうまくやっていくのは、チームでやれと学者先生は言いますけれども、一旦人間

関係がこじれたやつを元に戻してやるというのは、なかなか小さな300人の自治体では難しいと私は思っており

ます。県庁のように8,000人ぐらいいるんでしたらもう会わないように人事異動しますけれども、残念ながら顔を

合わせる、こういうやっぱり地方自治体の問題点もありますので、やはり国と県と自治体がもう一度地方公務

員の在り方、業務の在り方、そこにメスを入れない限り、職員はストレスをためてしまうと。その中でも柴田町で

やるべきことは、今ご提案あったことにつきましては少しずつやらせていただいて、職場環境をよくしていきたいと

いうふうに思っております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○３番（吉田 清君） 最後に、職員一人一人の仕事が本町にとって最高の仕事だと私は思っております。

これからも誇りを持ち、健康で自分たちの仕事が町の貢献につながるものだと確信して取り組んでいただきた

いと思います。 

  以上で私の一般質問を終わります。 

○議長（髙橋たい子君） これにて３番吉田清君の一般質問を終結いたします。 

  ただいまから休憩いたします。 

  １時再開といたします。 

     午前１１時５２分  休 憩 

                                            

     午後 １時００分  再 開 

○議長（髙橋たい子君） 再開いたします。 

  休憩前に引き続き一般質問を行います。 
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  17番平間奈緒美さん、質問席において質問してください。 

     〔17番 平間奈緒美君 登壇〕 

○17番（平間奈緒美君） 17番平間奈緒美、大綱２問質問いたします。 

  子どもたちの安心安全のために防犯対策の強化を。 

  １）児童生徒への防犯教室の実施状況は。 

  ２）地域の見守り活動の現状と課題は。 

  ３）防犯ＣＳＲ活動は、環境保護・地域貢献などの分野において、企業が持続的な発展を目的として

行う自主的取組のことをいう。犯罪の起きにくい社会づくりを実現し、地域住民等の安全安心の向上につな

がるものであることから、この防犯ＣＳＲ活動を町としてどう捉えているか。 

  大綱２問目、自動販売機を活用し町のＰＲを。 

  １）訪れた人にその地の魅力を感じてもらい、「応援したい」という気持ちをその場でふるさと納税へとつな

げてもらう「ふるさと納税自動販売機」が増えている。町のＰＲにもつながると思うが、町の考えを伺う。 

  ２）本町でも「ふるさと納税自動販売機」を設置し、税収をアップさせるためにも導入に向けて検討しては

どうか。 

  ３）進化する自動販売機では、子育て家庭も応援している。飲料の自動販売機で紙おむつも購入でき

る「ベビー用紙おむつ自動販売機」が４月１日に、仙台市地下鉄仙台駅西改札内の授乳室付近に設置さ

れた。また、道の駅では、赤ちゃんの駅としておむつの自動販売機が設置されている。子育て応援の一環とし

て町の考えを伺う。 

  以上です。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。１問目の１点目、２点目、教育長。１問目の３点目、２問

目、町長。最初に、教育長。 

     〔教育長 登壇〕 

○教育長（船迫邦則君） 平間奈緒美議員の大綱１問目、子どもたちの防犯対策の強化の１点目と２

点目についてお答えします。 

  １点目、防犯教室の実施状況についてです。 

  防犯実働隊の活動において、町内保育所及び幼稚園を対象に、大河原警察署の協力を得て、誘拐な

どから子ども自身が身を守るための行動として、「いかない」、「のらない」、「おおごえでさけぶ」、「すぐにげる」、

「しらせる」といった行動を子どもたちに印象づける「いかのおすし」の標語を使い、年１回、防犯教室を実施し

ております。 

  また、全ての小中学校において、防犯教室や防犯に関する事業を実施しており、小学校では、大河原警
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察署員を招いて「いかのおすし」の標語を使った防犯教室など、不審者対応訓練に合わせて実施している学

校が多く、高学年ではＳＮＳ及びネットによる犯罪についての講話も行っていただいております。 

  中学校では、防犯教室という広い範囲ではなく、スマホ安全教室や薬物乱用防止教室、不審者対応訓

練など、それぞれに特化した内容で大河原警察署員や学校薬剤師、民間事業者の方々などにご協力をい

ただいて実施しております。 

  ２点目、地域の見守り活動の現状と課題についてです。 

  ２名のスクールガードリーダーと196名の見守り隊員の方々に、通学路での交通安全の誘導や巡回、声が

けなどを行っていただいていることで、子どもたちは安心して学校へ通っております。また、16名の防犯実働隊

員の方々による毎週１回の薄暮・夜間パトロールなどにより、子どもたちを見守る活動や危険箇所の確認な

どを行っています。 

  課題としては、高齢化や人口減少、定年の延長などにより、それぞれの隊員数が少なくなってきていること

です。引き続き、見守り活動団体員の募集を行っていくとともに、地域住民に対して、買物や犬の散歩、ウオ

ーキングなど、日常生活の中で防犯の視点を取り入れて行動しながら、地域の異変や危険箇所を発見し、そ

の情報を警察などに知らせる「ながら見守り」を町広報誌やホームページなどで呼びかけていきたいと考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（髙橋たい子君） 続いて、１問目の３点目、２問目、町長。 

     〔町長 登壇〕 

○町長（滝口 茂君） ３点目、防犯ＣＳＲ活動でございます。 

  ＣＳＲ活動は、企業の社会的責任とされ、環境保護や地域貢献、人権の保護など、企業が持続的な

発展を目指そうとして行う自主的な取組を行うことでございます。本町においては、学校支援や防災の分野

などでＣＳＲ活動を通じ、地域社会に貢献していただいているところでございます。 

  ＣＳＲ活動の一つとして、防犯分野の活動に取り組むことを防犯ＣＳＲ活動といいます。防犯ＣＳＲ

活動の具体的な例として、防犯灯を寄附したり、自社の車に防犯標語等を掲載して防犯啓発を行ったり、

子どもたちの登下校の時間帯に見守り活動するなど、それぞれの企業の特色に合わせた防犯活動を実施し

ております。本町では、日本郵便やヤマト運輸、佐川急便と包括連携協定を締結し、子どもや高齢者の見

守り活動において協働による取組を進めております。 

  今後は、防犯ＣＳＲ活動に興味を示す事業所を増やしていくために、防犯被害の防止や犯罪の起きにく

い安心な地域づくりに貢献する事業所の取組をホームページ等で紹介するなど、防犯ＣＳＲ活動の推進を

図ってまいります。 
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  大綱２点目、自動販売機の関係でございます。３点ございました。 

  １点目、２点目は関連がございますので一括でお答えいたします。 

  「ふるさと納税自動販売機」は、運転免許証やマイナンバーカードを専用機器に読み取らせ、旅行先で手

軽にふるさと納税の手続を行うことができるインターネット経由以外の寄附の仕組みでございます。 

  現地で実際に見たり、食べたり、体験したりしたものの中から気に入った特産品などを返礼品としてその場

で受け取ることができることや、空港やホテル、飲食店、道の駅などで即日利用できる利用券の提供を受ける

ことができます。 

  こうした自動販売機の設置による現地決済型のふるさと納税は、観光地としてのおもてなしや地元特産品

のＰＲに役立つとともに、利用券の利用による地域の消費拡大や返礼品の送料が不要になり、経費を削

減できるなどのメリットがあると考えております。しかし、一方で、利用券に対応できる協力店の確保が必要な

ことや、自動販売機の中で一定期間保管が可能な返礼品のみに限られてしまうことや、定期的な返礼品の

入替えが必要となることなどのデメリットもあります。 

  以前、本町において、表蔵王ゴルフクラブやさくらの里へのふるさと納税自動販売機の設置を検討したこと

がありますが、自動販売機の設置や維持費に多額の経費がかかることや、導入に際しての費用対効果の観

点などから設置を見送った経緯があります。 

  そうしたことから、現在は他の現地決済型のふるさと納税として、納税サイトを運営する委託業者等とＱＲ

コードやタブレットを使った寄附の仕組みが導入できないか検討しているところでございます。 

  ３点目、「ベビー用紙おむつの自動販売機」でございます。 

  紙おむつの販売については、店舗で販売することも自動販売機で販売することも、どちらも同じ子育て応援

の一環だと考えております。 

  また、ベビー用紙おむつ自動販売機をどこに設置するかは、企業の営業努力によるものであり、町が直接

関わる行政行為の範囲には含まれないと捉えております。 

  これまで、ベビー用紙おむつ自動販売機の設置について、子ども家庭課の窓口や乳幼児健診どき、船迫こ

どもセンターなどにおいて要望されたことはございませんでしたし、また、船迫こどもセンターでは、万が一のときに

備えて紙おむつを用意しております。 

  なお、子育て中の親は、出かける際は紙おむつやお尻拭きなどの一式を持ち歩くことが多いこと、また、移

動手段として自家用車を利用する世帯が多いことで、車内に紙おむつなどを常備できることから、仙台市と

比較して紙おむつ自動販売機の需要は少ないものと考えております。 

  以上でございます。 

  ＣＳＲ活動の関係で、ＣＳＲ活動に興味を示す事業所を増やしていくために、「犯罪」被害の防止の誤
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りでございますので訂正いたします。 

○議長（髙橋たい子君） 平間奈緒美さん、再質問ありますか。どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） 丁寧なご答弁ありがとうございました。ここ数か月というか、町のホームページ、メー

ル配信サービスやＬＩＮＥで、割と本町ではないんですけれども、近隣の不審者情報だったり、多い数字と

いうことではないんでしょうけれども、非常に多いなというところで今回この質問をさせていただきました。やはり、

地域で子どもたちの見守る目というのをどうやったら増やしていくかということで、再度皆さんと一緒に考えてい

きながら様々な提案をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  まず、見守り活動につきましては、先ほど町長のご答弁でもいただきましたとおり、ながら見守りというのがや

はり一番の地域の目というところでは必要なことなのかなと思っております。これからホームページ上や町の広報

誌等でも呼びかけたいということなんですけれども、これもここに始まったことではなくて結構前からこの取組って

されていたと思うんですけれども、今までこの取組をなかなかされてこなかったというのは何かあったのか。それと

も、声はかけていたけれどもというところで、ちょっとそのあたりをお聞きしたいと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） ながら見守りでございます。日常生活を送る上で防犯の視点を持って子

どもたちを見守る活動ということで、これまで町のほうでもいろいろお声がけはしていたところでございます。実際、

見守り隊の中でもながら見守りをしてくれているところが増えているよというのも会議の中で出ております。ホー

ムページとか広報誌を使って大々的にＰＲはしてこなかったんですけれども、今後は県のほうでも大分推奨して

いますので、こちらのほうに力入れていきたいと考えております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） ぜひ、やはりこういったところってどんどん周知していかないと、皆さんしていかない

と思うので、お願いいたします。 

  それと、ながら見守りなんですけれども、本当に何でもしながら、例えば通勤の途中でももちろん見守りです

し、本当に皆さんの善意によって子どもたちの安心安全というところにつながっていくと思うんですけれども、この

ながら見守り、ただするだけではなくて例えば登録制にするとかという考えはあるのでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） このながら見守りですけれども、近隣ですと大河原町がながら見守り隊と

いうことでやっております。大河原町のほうでは登録制ということにはしているんですけれども、まだうちの町では

登録制にするしないというところは検討しておりません。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） では、いずれ検討するというか、いずれそういう方向にいくのか、それとも本当にな
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がら見守りで皆さんの善意でいくのか、そのあたりを伺いたいと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） 見守り隊の会議の中でもそのながら見守り隊の話が出たんですけれども、

中にはそういった団体にはちょっと登録したくないという方もいらっしゃるようです。自分のできる範囲で、朝、子

どもたちが行くときにちょっと玄関先に出るとか、買物ついでとかというところがありますので、その辺はいろんな

方のお話を聞きながら検討していきたいというふうに考えております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） 簡単にできるながら見守りですので、登録制にしなくてもいいかなとも思うんです

けれども、私は犯罪者じゃないのであれなんですけれども、犯罪者の目って、やはりいろんな目があるということ

が犯罪抑止につながるということも聞いております。ですので、せっかくやっていただけるんであれば、例えば登録

制にしてみるとか、登録制にすることによって皆さんの意識もさらにこの地域をみんなで守っていこうという意識に

もつながると思うんですけれども。 

  例えばながら見守りで、大河原町も登録制でやっておりますけれども、例えば相模原市の取組も同じよう

な見守りをやっています。ここは登録制にしているところで、登録フォームというところで簡単に申込みができると

いう取組だったり、あと札幌市、やはりながら見守りなんですけれども、登録された方にグッズ、私はながら見

守りやっていますというグッズをお渡しして、目立つような対策を取っているということなんですけれども、ぜひこう

いったことも考えていただきたいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） グッズのほう、隣の大河原町でも登録者のほうにはグッズを配布している

ようでございます。今の件につきましても、引き続き年に１回見守り隊の連絡協議会を開催しておりますので、

そちらのほうで議題にしたいと思っております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） よろしくお願いいたします。 

  次に、子ども110番の家というのがあります。県の犯罪のないみやぎ安全・安心まちづくり条例、その基本

計画の中にも子ども110番の件が書いてありました。子ども110番、本町でも登録をされております方もいらっ

しゃいますけれども、事業所、個人と登録されている方もいますけれども、本町での登録者数というのはどのく

らいになっているのか伺います。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） 子ども110番ですけれども、本町では237件の方に登録していただいてお

ります。そのうち企業等が107件ということになっております。 
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○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） 結構237件、多いんだなと思いました。登録するに当たりまして、私も実は登録

しているんですけれども、大きな看板を頂いてやっているんですけれども、特に登録してからのサポートというのは

どんなことをしているのか伺います。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） 子ども110番の家なんですけれども、５年に１回見直しということで、今

登録いただいている方に案内状を出しまして、引き続きご協力いただけないかというふうに通知をしております。

ただ、ちょっと残念なところ、その後のサポートというのは特に今のところ行っていないというところでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） 行っていないということは、皆さん善意で引き受けていただいて、分かったよという

形でやっていただいているという認識でよろしかったでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） 前回確認したときは、ほとんどの方が引き続きということで承諾していただ

いております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） せっかく皆さん、子ども110番の家ということでほぼほぼ登録していただいていると

いうことですので、やはり子ども110番の意義というのを一回きちんと皆さんに説明する場、なかなか皆さんが

集まってやるというのは、企業さんも多いということですので、それはなかなか難しいと思うんですけれども、例え

ば書面でも構いませんので、子ども110番の意義って多分お伝えして、それで再度登録という形でしていただ

いているとは思うんですけれども、この237件、これをもっと増やすという感じで捉えてもいいのか、それともこれが

ずっと同じように推移していっていいのか。私的にはもっと増えていったらもっといいのかなと思うんですけれども、

そのあたりどうでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） より多くの方に子ども110番に登録していただいて、子どもたち、地域の

安全、協力していただければなとは思っているんですけれども、やはりその中で問題なのは、この子ども110番の

家を子どもたち、地域の方がどれくらい知っているかというところにあると思います。そういったところの今後工夫

が必要になってくるんではないかというふうに思っております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） やっぱり知らない、私も行って、ああ、ここ子ども110番のおうちなんだなとか、企

業なんだなというのは、看板を見れば分かるんですけれども、なかなか子どもたちが知らない、保護者も知らな
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いわけではないと思うんですけれども、そういったところで事例をちょっと調べていたら、地域の子ども110番の家

を活用して、家庭と連携して犯罪被害防止を図る取組ということで、スタンプラリーやっているというのを見つけ

ました。多分分かっていると思うんですけれども、おのおの各公園に集合して、地図を見ながら子ども110番の

家を探し当てるというゲームを兼ねた何かあるというのが事例として挙がっておりました。例えばそういったものを

やることによって、地域ごとにいろいろあると思うんですけれども、そういったものをすることで子どもたちへの周

知、あと保護者への周知というのにもつながると思うんですけれども、こういったものもぜひ事例として、本町で

合っているものをうまく活用していくというのも必要だと思うんですけれども、そのあたり今どうでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） 子どもたちに子ども110番の家を分かってもらう一番簡単なのは、やっぱ

りマップを作って子どもたちに渡すというのが一番簡単な方法だと思います。それ以外には、今議員からお話が

あったスタンプラリーなんていうのも、例えば地区、子ども会、育成会などが主催してやっていく。その中で、当

然、交差点とか渡るわけですから、役員の皆さんがその交差点に立って交通安全のルールを教えるなんていう

のもできるのかななんて思っております。あとは、日頃のご協力の御礼も兼ねて、子どもたちが例えば御礼状を

書いて110番の家に行ってありがとうございますということで確認する、そういったこともできるんではないかと思っ

ています。ちょっといろんな全国の事例を参考にしながら考えていきたいと思っております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） ぜひ、多分いろんな事例が出てくると思いますので、そういった取組をして、知ら

ないではなく、子どもたちが本当に何があるか分からないと言ったら本当にいけないんですけれども、自分の身

は自分で守る対策として、やはり子ども110番というのは地域のそういったところの駆け込める場所というのが、

子どもたちの中で自分の例えば登下校の学校まで行く間、帰るまでの間に、こことこことここは子ども110番の

おうちなんだよというのが分かるような対策をしっかりと取っていただきたいと思います。 

  すみません、戻りますけれども、先ほどながら見守り活動、これからホームページとかで呼びかけるということだ

ったんですけれども、ちょっとホームページ見ていましたら、仙台大学の学生さん、2018年の記事でしたっけ、警

察から表彰されていて、学生さんもながら見守りに協力していますということがあったんですけれども、そういった

大学とか、どっちが見守られているかというのもありますけれども、そういった取組というのは町のほうでは考えて

いるのでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） まず、仙台大学のながら見守り隊、2018年に大河原警察署と大河原

の地区防犯協会連合会、４町ですね、柴田、村田、大河原、川崎、そちらのほうで委嘱したということで、

仙台大学の学生さん、当時2,500人に委嘱してながら見守り隊をやっていただくと。2,500人ですから5,000の
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目で地域を守っていくということで書いてありました。 

  大学との連携につきましては、ながら見守り隊ではないんですけれども、通常の見守り隊、学生さんに入っ

ていただけないかということで実は今、今年度に入ってから大学と調整をしております。７月に一度大学のボラ

ンティアセンターのほうと打合せをしまして、町のほうではこういった取組をしているので、ぜひ興味のある学生さ

んは入っていただけないかということでお話をさせていただきました。夏休みに入ってしまったので、その後ちょっと

まだ打合せはしていませんけれども、夏休み明けましたので、また大学のほうといろいろ協議を進めていきたいと

思っております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） なかなか見守り隊というと朝、そして夕方、特に下校時間がやはり犯罪が起きや

すいというところにもなりますので、そのあたりのお願いできればなと思います。 

  あと、ながら見守りについてなんですけれども、事例でいっぱい出ていたんですけれども、ドライブレコーダーを

活用して、動く防犯カメラとしてドライブレコーダーを活用しているという自治体がございました。公用車だったり、

企業と連携をしてというところであったんですけれども、ちなみに本町の公用車にドライブレコーダーはついている

と思うんですけれども、そのドライブレコーダーの活用というのは、多分事故の防止とか、そういったものになってく

ると思うんですけれども、そのあたり活用方法としては今現在どのような活用をしているか伺います。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。財政課長。 

○財政課長（藤原輝美幸君） 職員を守るため、また事故が起きた場合の検証、そういったことでドライブレ

コーダー、今回も補正予算で計上していますけれども、実際には大きな事故がまだないもんですから、軽微な

事故については検証で使ったことはございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） ドライブレコーダーもふだん私もつけていますが、ふだん何もなければそのままずっと

いじらないでなんですけれども、例えば今申したとおり、動く防犯カメラとしての活用というのもありなんだなと思

っておりました。例えば大阪府池田市では、車による防犯パトロールを強化し、ドライブレコーダーを動く防犯カメ

ラとして活用していますと。ステッカーも、よくある「防犯カメラついています」とか「作動中です」とかというステッカ

ーも活用して、犯罪抑止効果とともに、事故が発生した場合には警察と連携をして情報提供しているというこ

となんですけれども、この池田市の取組としては、ふくまるみまもり隊にご協力くださいということで、そのステッカ

ーもご当地キャラの「ふくまるくん」も貼ってあって、ドライブレコーダーとして活用していますと。ふだんはもちろん、

先ほど課長おっしゃったとおり、職員を守るためだったり、事故のときのもちろん証拠として使えますし、あと、ふ

だん何もないのが一番なんですけれども、そういった防犯カメラをつけるということではなくて、もうついているもの

をうまく活用する、そのためには警察とも連携をしていっていただくということにもなるんですけれども、そのあた
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り、その考えとかというのはありますでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。財政課長。 

○財政課長（藤原輝美幸君） まさしく、そのように子どもたち、また町民の見守りのためということでの活用

も想定はしてございます。１年、２年くらい前に、小田部議員からステッカーをまず貼ったらどうだと。そういうこ

とでは「はなみちゃん」をあしらった「録画中」というステッカーを公用車に貼っています。さらに内部の運用方法

としては、最低限個人情報、必ず映るもんですから、それを侵害しない程度に当然警察への提供、そういった

ものもやりましょうということでは、内部ではそのように取決めはしてございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） 本当に前回、小田部議員のを聞いていて、「はなみちゃん」のステッカー、ああ、い

いなと思って、私も欲しいなと思ったんですけれども、池田市は公用車はもちろんなんですけれども、地域の方

に、例えば私持っていますから、持っている方で、もちろん個人情報もありますからあれですけれども、もし何か

あったときに警察に提供するよということも踏まえてのドライブレコーダーの活用というのもされているところです。

ぜひ本町でも、防犯カメラ今回５つついていますし、それに係る経費ってやっぱりなかなかな経費がかかると思

うんですけれども、こういったものを活用するというのも一つだと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（沖館淳一君） ドライブレコーダーの防犯カメラとしての利用ということで提案いただき

ました。町のほうの防犯カメラを設置する際にも、大河原警察署のほうの意見を聞きながらやっております。ド

ライブレコーダーの防犯カメラとしての活用についても、大原警察署とその辺は犯罪が起きた際のそういう証拠

というか、提供してもらえるような動きができるように大河原警察署のほうと相談してまいりたいというふうに思

います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） 県の犯罪のないみやぎ安全・安心まちづくり条例の基本条例の中にも、やはりこ

のドライブレコーダーの活用なんていうのもございました。取り組んでいるところは本当にざくっとしかないんですけ

れども、北海道の室蘭市と登別市一緒になってやっていたり、あと私が住んでいた埼玉県久喜市だったり、い

ろんなところでドライブレコーダーを活用したところをやっているところでございますので、これも特に事業所、先ほ

どご答弁でも防犯ＣＳＲ活動の中で日本郵便やヤマト運輸、佐川急便と包括提携を結んでいるということ

なんですけれども、これも地域の目ということでは町民の皆さんにもご協力いただいて、もちろん申告制になると

思うんですけれども、そういったところでながら見守りに対してのドライブレコーダーの活用というのもぜひ取り入れ

ていただければなと思ったんですけれども、今すぐ答えは多分返ってこないと思うんですけれども、特に事業者さ

んへのお願いというのは多分できなくはないと思うんですけれども、そのあたりいかがでしょうか。 
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○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（沖館淳一君） 町長答弁の中でもありましたとおり、郵便局、それから宅配業者さん

との包括連携を行っておりますので、その中でドライブレコーダーの映像提供とか、そういったものも含まれてきて

いるふうに解釈してございます。実際にまだ幸いにしてそのような活用をしなくても済んでいるような状況でござい

ますので、万が一事件等が発生した際には、当然業者さんのほうにもお願いをしていくようになるかというふうに

考えてございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） 分かりました。ぜひ、あって、やったから、それが使われなかったから本当は一番い

いことなんですけれども、でも備えておくのには本当に備えていたほうがいいと思いますし、ぜひお願いしたいと思

います。防犯ＣＳＲ活動の中で、やはりいろんな企業の力を借りるというのは一番本当に大事だと思いま

す。先ほどのドライブレコーダーで、実際に見守りの協定によって事件が解決しましたというのも事例として出て

おりました。ぜひこのドライブレコーダーもうまく活用していっていただきたいと思います。 

  もう一つ、企業のＣＳＲ活動の一環としてなんですけれども、やはりこれ昨年の９月でも一般質問してお

ります。同僚議員、吉田和夫議員や吉田清議員なども防犯カメラ設置に自動販売機ということで伝えてお

りましたが、私も今回最後でもうこれは一回終わりにしようかなと思って、子どもたちの安全・安心をというとこ

ろでは最後にさせていただきますが、やはり防犯カメラの設置、自動販売機に関しましては、企業でやっている

というところもありますけれども、県内では七ヶ浜町が2024年５月に東北初となる見守り自動販売機を設置

しております。この自動販売機は防犯カメラを内蔵しており、地域の安全を見守る役割を果たしていると。設

置場所につきましては、海が近くて人通りが多いところで、町、建設、飲料メーカーの３者が協力して設置して

いるということで、これは新聞発表がされております。 

  そして、宮城県では、飲料メーカーと地域安全に関する協定が昨年令和５年６月１日に締結を行ってお

ります。この事業では、地域における見守り活動、防犯カメラ付自動販売機の設置促進をはじめとする地域

安全活動を推進していますとありました。県で飲料メーカーと提携を結んでおります。協定を結ばれているとい

うところでございますけれども、本町でやはりなかなかこの見守り付自動販売機の設置というのは、前回も回

答をもらっているんですけれども、その後いろんな県内での取組も出てきておりますが、ぜひ取り込んでいただい

てもいいのではないかと思うんですけれども、そのあたりの回答をお願いいたします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（沖館淳一君） 以前の一般質問のほうでも答弁をさせていただいているものと同じに

なってしまうような形かと思います。やはり事業者さんの活動の中で、地域貢献という意味で防犯カメラのつい

た自動販売機の設置をしていただいているということにはなりますが、やはりある程度その売上げが期待できる
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場所への設置というところで自治体、我々町側と事業者さんのほうの思いが一致するかどうかというようなとこ

ろがやっぱり一番の導入が進まない部分にはなるのかなというふうに考えてございます。やはりある程度人通り

が多くて、車通りが多くて、犯罪に使われた方の、あそこが通るというようなことを期待した多分設置ということ

が多いかというふうに思います。町のほうではやはり公園とか、そういう施設内での犯罪を抑止したいというよう

な思いがありますので、その辺の思いは若干違いというかずれがあるためになかなかそこが進んでいかない部分

なのかなというふうには考えてございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） 前回と同じ回答で、本当に回答させてしまって申し訳なかったんですけれども、私

も、どちらかというと交通量の多い、販売が見込まれるところももちろんなんでしょうけれども、やはり一番は子

どもたちの通学路、子どもたちが遊ぶ公園というのが主になってくるのかなと思っております。実際に埼玉県ふじ

み野市においても、防犯カメラを併設した自動販売機の設置、管理に関する協定を締結し、公園に自動販

売機を設置していたり、いろんなところでもそういった形をしております。 

  やはり通学路や公園というのは子どもたちが集まる場所でございますので、その辺りに要するに町有地を基

にということになると思うんですけれども、そこに設置をするということがこの防犯カメラ付自動販売機のいいとこ

ろなのかなと思っておりますが、やはり防犯カメラを設置するよりもイニシャルコスト、高額な設置費用もランニン

グコストもかからない、要するにその企業さんが見てくれるということもあるので、ぜひつけてほしいということがあ

るんですけれども、町長、子どもの安全を考えたときに、ぜひこの見守りカメラつきの自動販売機設置するとい

う考えというのはないでしょうか、伺います。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。町長。 

○町長（滝口 茂君） いつも言っているんですけれども、行政の守備範囲というのは年々拡大をしておりま

す。それで本来やらなければならないのは、やはり法律に基づいた仕事、これが優先でございまして、この自動

販売機を設置するのは行政行為の範疇には入りませんね。それで完全に、何ていうんですかね、公園に防犯

カメラが永遠に業者で責任を持って置いてくれるというなら話は別ですが、多分これは営業が基本になっており

ますので、各飲料メーカーの営業活動に、柴田町がそれでなくても職員が残業している状態ですので、関わる

というのは今のところ考えにくいのかなというふうに思っております。 

  永遠にそこに置いてくれるんならいいんですけれども、実際よく自動販売機にカメラというふうにありますけれ

ども、皆さん意識して見ています、どこに何があるか。現実的には私は犯罪の抑止力にはならないというふうに

考えております。それよりも犯罪が起きたときの検証には役立つということなので、やはりこれからの行政がます

ます守備範囲が広くなって、本来やらなければならないことさえも職員が残業してやらざるを得ないということで

あれば、こういう私的な分野に入る行政行為とは違った分野については、飲料メーカーが努力をして社会貢献
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の中で実施していただければありがたいというのが今時点での私の考えです。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） では、企業が社会貢献として、例えばこの公園につけたいといった場合は、町とし

てはつけることはやぶさかではないということでの理解でよろしいでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。町長。 

○町長（滝口 茂君） あくまでもこれまでの公園での犯罪状況等を分析した上でつけるということになりま

す。あくまでも一方的にもうかるからそこにつけたいというようなことではないということを、もし飲料メーカーが来た

らお話をさせていただきたいというふうに思っております。やはり行政は現状でどこに問題があったというところの

対応をするというのが大きな仕事になりますのでね。先ほど言ったように、公園につけたらそこにずっとつけてくれ

るという確約があるということであれば、検討の土俵には乗れるかなというふうに思います。その辺の事業所の

趣旨ですね。何のためにそこにつけるのと、社会貢献なのか、営業なのか、その辺をはっきりしていただかないと

いけないというふうに思っております。今の段階としては、私は飲料メーカーの営業の範囲内でやっているんだろ

うというふうに捉えております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） 決して私は飲料メーカーの回し者ではないことだけはちょっと先に伝えておきます

が、やはり日本全国この事例を見ると、結構つけ始めているところは実際多いんです。これって別に犯罪が起

きるからということでもないし、抑止力の一つになると思うんです。例えばＡＥＤもそうですけれども、設置して

から10年間使わなかった、使わないのがよかったということではあるんですけれども、あってよかったということもあ

ります。やっぱり見守りカメラ付自動販売機というのは抑止力にもなるし、防犯カメラを設置するよりも、企業

で予算のほうは見てもらっておりますので、そういった面ではやはり企業のほうとしっかりと話をしていただきたいと

思いますし、大体つけているところというのは警察と自治体と飲料メーカーさんのほうで協定を結んでからつけて

いるという段階を踏んでおりますので、そういった意味でもしっかりと飲料メーカーさんのお話を聞くということも大

事だと思うんですけれども、多分販売目的ということを言われてしまうとなかなか難しいとは思うんですけれど

も、そのあたりもう一度お願いいたします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（沖館淳一君） まず、設置場所で、先ほど通学路とか公園とかというお話もいただい

ています。通常であれば、通学路であれば車通りが少なく、子どもさんたちの安全がある程度確保できるルー

トを選定するような形になりますし、公園という限定的な部分になってしまいますと、どうしても町としては公園

の周辺の道路というよりも、公園の中のほうにどうしても目が行ってしまうというような部分があって、なかなか

思いが事業者さんとは合わないというような経緯がございます。 
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  この点につきまして、防犯カメラが抑止力になるかどうかというお話も含めてになるかと思いますけれども、住

民の方のある程度理解も必要になってくるかというふうにも思います。実際、防犯カメラのついた自動販売機

の設置について、町有地に限らずそれは民地においても設置のほうはできますので、なかなか町が主導して先

導して積極的に進める、実際、町長も心配しているとおり、カメラ付自動販売機を設置しました、業者さんの

ほうの都合で撤去されました、それに代わる防犯カメラをつけてください、そういう繰り返しが起きてこないとも限

らないというような心配もしてございます。防犯カメラつきの自動販売機の設置につきまして、なかなか業者さん

のほうからの申出も特に直接、町のほうに来ていないでいいですか、というような状況になっています。少なくと

もまちづくりのほうに直接は来ていないという状況になっております。 

○議長（髙橋たい子君） 補足ですか。都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君） 公園ということで、都市建設課のほうから補足させていただきます。 

  この見守りカメラということで、公園に自販機を設置したいというお話は実際のところはありません。ただ、実

際に今公園の占用物として西船迫公園のほうに自販機を設置しておりまして、そちらの自販機については自

販機メーカーの防犯の目的で、自販機の中ではないんですけれども外にカメラをつけて設置しております。ただ

そのカメラについては何か事件性があった場合は提供してくださいということで、正式な協定とまではいかないん

ですが、そういった約束の下、設置をしてもらったというような経緯があります。 

  あと、公園に関して、見守りのカメラがついているからという相談はないんですけれども、実際に自販機をつ

けたいという相談は二、三年前に一度ありまして、ただその際、公園に設置しますとごみの問題もございまし

て、地域の公園愛護会の会長さんと相談したところ、ちょっとごみの問題もあるので遠慮したいということでお

断りした経緯もあります。ですので、当然管理は町になるんですけれども、そこを管理していただく地域、そちら

のほうとしっかり合意形成をして設置していくという考えでおります。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） 分かりました。なかなか難しいということで、はい。 

  この質問の最後に質問というか、特にこの質問をするに当たり、やはり地域の力、見守りの力というのは非

常に大きいなというのを感じております。見守り隊の皆様はじめ、防犯協会、そして地域の皆様に改めて子ど

もたちの安心・安全の見守りをしていただいていることを感謝するとともに、やはり地域力をますますつけていか

なくてはいけないんだなということも改めて感じております。毎年10月11日から20日までの10日間というのが、

全国地域安全運動の開催をしているところでございます。自らの安全は自ら守る、地域の安全は地域が守る

ということに気持ちを再確認していくことで、柴田町が安全で安心できる町になるために機運をさらに上げてい

ければと思っております。ホームページ上でも、まだまだ防犯に関してのトピックスというのが少ないように感じてお

りますので、今度、ながら見守りとか、そういったところでの防犯に対してのホームページの項目もどんどん増やし
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ていっていただければと思い、次の質問に移らせていただきます。 

  ふるさと納税の自動販売機、すみません、自動販売機が続きますけれども、今回この質問をするに当たり、

何か所か大きなふるさと納税ができる自動販売機を実際見てきました。見ただけで特に何もしていないんです

けれども、中にあるものはやはり宿泊券、温泉地のほうに行っておりますので、栃木県那須町の道の駅那須

高原友愛の森に設置されていた自動販売機、そして山形県飯豊町の道の駅いいでめざみの里で現地決済

ができるふるさと納税の機械を見てきました。結構大きな機械で、その場で申し込めばその場で返礼品が頂け

るということで、内容的にはすごくいっぱいではなかったし、那須町さんなんかはやっぱり温泉地でしたので宿泊

券が多かったり、あとご答弁でもあったかな、ゴルフ場に設置してゴルフの券とかも直接その場でできるよというこ

とで、これが結構置いている自治体が増えてきているのかなと思っております。 

  ご答弁では、この機械ではなくてＱＲ決済をということでご答弁いただきましたけれども、私も多分これは結

構お金がかかるというホームページ上でもあったので、今後検討していっていただけるＱＲコードやタブレットを使

った寄附の仕組みができないかを検討していくというところなんですけれども、実際こちらのほうはもう調べていっ

ていただいたのか伺います。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（沖館淳一君） ＱＲつきのふるさと納税の仕組みということになります。何度かこの

件、一般質問でも取り上げられておりますので、私も個人的に外に出かけた際には、道の駅なんか寄ったとき

に実際こういったものがあるかどうかを見ながら、あればどういう仕組みなのか、帰ってきてからいろいろインターネ

ットで検索かけたりとかしております。また、課の中でも、答弁書にありますとおり、自動販売機ですとやはり経

費がかかってしまいますので、費用対効果が高いＱＲコードによります新たな納税方法の仕組みなんかも検

討しているというような状況でございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） この現地決裁できるふるさと納税の自動販売機ですけれども、やはりインターネッ

トできない方にはその場でできるということで非常に好評で、最初に入れたところですか、は何か700万円ぐらい

の１回でということも聞いております。例えばご答弁でもあるので、実際検討していただいたという状況はあるん

ですけれども、やはり難しいんですかね。その場でしっかりと周知をされて、その場で使える。例えばさくらの里で

売っている品物、例えば3,000円ぐらいのものを作って、そこで現地決済できるというのはなかなか難しいもんな

んでしょうかね。そのあたり検討した結果をもうちょっと詳しくお願いいたします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（沖館淳一君） 例えばということでさくらの里の名称、挙がっております。年間の売上

げがコンスタントに見込めるところであればよろしいですけれども、やはり繁忙期と閑散期と差が結構大きい施
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設になっています。やはり町外の方が多く見えられるところに設置するというのが基本になってくるかと思います

ので、答弁書の中でありますようにゴルフ場だったり、さくらの里、これは桜まつり等、イベント開催時期に合わ

せてというような意味になるかと思うんですけれども、そういった意味で書いてございます。費用のほうを今ご紹

介いただきましたけれども、かなりの金額かかってまいります。実際に、この設置経費、運営経費につきましては

ふるさと納税の経費の中に含まれてまいりますので、50％ルールという縛りの中でやっていかなければならないと

いうところでやはり断念したと、難しいという判断をしたというような状況になっております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） なかなか経費がかかると、本当に調べて大変よく分かりました。ただ今回この質

問をしたのは、やはり今までふるさと納税をしていない方への掘り起こしというんですか。若い方はインターネット

でも簡単にできるんだけれども、そこの掘り起こしをどうしたらいいのかなというところで、現地決裁ができる、本

町にも桜まつりの期間でも本当に町外の多くの方に来ていただいているということもあったので、手軽にできるこ

の現地決済型のふるさと納税ということで質問させていただいております。そういうものがあると、またＳＮＳに

も載ったり、町のＰＲにもつながると思います。 

  この後の紙おむつの自動販売機につきましても、多分こういう答弁が戻ってくるなと思っていたのであれだった

んですけれども、やはり例えば子どもたちが集まる太陽の村にそういったものがあるとか、自動販売機のイラスト

の部分、側面の部分に柴田町子育て応援とかね、何かかわいくして、「はなみちゃん」をあしらったデザインにす

ることで、柴田町ってこういうところにも子どもたちを応援してくれているんだなというのがつながれば、さらにふる

さと納税にもつながっていくのかなと､すみません､安直な考えだったんですけれどもしました。 

  例えば紙おむつ、私も孫いますので、出かけるときにもちろんおむつもそれなりに持っていきますし、お尻拭き

もそれなりに持っていきます。だけれども、例えば観光地に行ったときに本当に必要な場合ってどうしてもあると

思うんです。私も仙台市の地下鉄のところを見つけたときに、ただ立ってあれだったので、飲物とお尻拭き、お

尻ふきは手拭きにもなるのでそれで買ってきたというのもあったんですけれども、そういった意味でぜひ、町でする

ことではないと、もちろんそのとおりなんですけれども、そういったところでの町での支援というのも別な方向であ

ると思うんですけれども、そのあたりの考え方だけ伺いたいと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長（真嶋朱美君） 議員のおっしゃいますとおり、外出先で自販機があれば、緊急でおむつ

とかお尻拭きが必要になったときとても便利だろうとは思います。柴田町内保育所関係では、保護者の方が

毎日お子さんのロッカーのほうを確認して必要な在庫をちゃんとキープしている状態でありますので、保育所とか

については特に需要は少ないのかなとは思っているんですけれども、一旦遠くに外出したときに赤ちゃんのステー

ションですか、おむつが交換できる場所に設置されていれば、おむつの自動販売機も子育て応援の宣伝として
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は有効だろうとは考えております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○17番（平間奈緒美君） 保育所等ではもう当たり前のようにありますので、そういうところではなくて、やはり

外出先というところで例えば太陽の村に、子どもたちが遊べる施設ですので、そういうところに設置するとか、そ

ういった考えはないのかなと思って聞いたところでございました。これは観光物産協会の範疇になると思います

ので、特に町からの回答は要りませんけれども、こういったところで少しでも子どもたちに、お母さんたちに安心・

安全をもたらせるというところでの自動販売機も設置してはいかがかなと思って質問させていただきました。飲

物は賞味期限ありますけれども、おむつとお尻拭きは賞味期限ありませんので、多分ずっと設置していただけ

れば、そんなに動くことはないにしても安心かなという部分でございます。 

  最後に、やはり子育て応援だったりふるさと納税だったり、これから町としてしっかりと取り組んでいくというと

ころはあると思います。今回、自動販売機に焦点を置きましたけれども、今後ともみんなに優しい町でいていた

だけるようにお願いをして、私の質問を終わります。 

○議長（髙橋たい子君） これにて17番平間奈緒美さんの一般質問を終結いたします。 

  ただいまから休憩いたします。 

  ２時10分再開といたします。 

     午後１時５９分  休 憩 

                                            

     午後２時１０分  再 開 

○議長（髙橋たい子君） 再開いたします。 

  休憩前に引き続き一般質問を行います。 

  13番大坂三男君、質問席において質問してください。 

     〔13番 大坂三男君 登壇〕 

○13番（大坂三男君） 13番大坂三男です。大綱１問質問いたします。 

  本町でも「子育て支援による５つの無料化」の実現を。 

  近年、地方における人口減少問題への対応や、子育て支援策として各自治体独自の政策が打ち出され、

話題となっている。 

  自治体の子育て支援で、大きく話題となったのが明石市の「子どもを核としたまちづくり」で、その柱となった

のが「子育て支援・五つの無料化」である。①医療費は18歳まで全員無料に、②保育料は第２子以降全

員無料に、③おむつは満１歳まで無料宅配、④中学校の給食費を無償化、⑤子ども遊び場は親子ともど

も入場無料とし、これらを実施したところ移住先として人気を集め、子育て世代である20代から30代を中心
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に周辺自治体からの転入者が増え、今も人口の増加が続いている。 

  そして、これら子育て支援策に割く予算は、土木費を大幅に削減することで生み出されたと喧伝されている。 

  人口約30万人の明石市と約３万6,500人の柴田町では財政規模が違い過ぎるので、すぐにまねできると

は思わないが、少しでも導入に向けた検討はなされるべきではないか。 

  18歳までの子ども医療費の無料化は既に、本町でも実施しているので、第２子以降の保育料の無料化

などの経済的子育て支援策の実施の可能性と実施時期も含めて以下の件について伺う。 

  １）県内で、第２子からの保育料の無料化、満１歳までのおむつの無料化、中学生の給食費の無償

化を実施している自治体の数と県南４市９町で実施している自治体はあるか。 

  ２）学校給食費の完全無償化を実施する場合のメリットやデメリットをどう考えているか。 

  ３）明石市は、子育て支援施策の充実で、若いファミリー層の人口が増えた。柴田町のここ５年間におけ

る20代から30代までの人口動態は。そして、こうした子育て支援策の拡充と人口増との因果関係をどのよう

に分析しているのか。 

  ４）明石市と同じように第２子以降の保育料の無料化、満１歳までのおむつの無料化、中学生の給食

費の無償化を柴田町で実施した場合に、おのおの必要となる経費や経常収支比率に及ぼす影響は。 

  ５）明石市のような、経済的な子育て支援策を今すぐできない本町の財政運営上の現状と課題、さらに

厳しい財政運営はいつまで続くと見込んでいるのか。明石市のように公共事業を削って子育て支援に回すこ

とはできないのか。 

  ６）学校給食費の完全無償化に対し、国や県への働きかけは行っているのか。 

  ７）本町でも学校給食費の完全無償化や、保育料の無料化を段階的にも実施できないか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。１点目、町長。２点目、教育長。３点目から７点目まで、町

長。最初に、町長。 

     〔町長 登壇〕 

○町長（滝口 茂君） 大坂三男議員、子育て支援の関係でございますが、まず１点目でございます。 

  県内で第２子からの保育料の無料化をしている自治体は１か所、ゼロ歳から２歳までの保育料の無料

化を実施している自治体は３か所、満１歳までおむつ代の助成をしている自治体は３か所です。また、県内

で中学生の給食費無償化を実施している自治体は14か所です。 

  県南４市９町において、第２子からの保育料の無料化を実施している自治体は岩沼市、ゼロ歳から２

歳までの保育料の無償化を実施している自治体は角田市、七ヶ宿町、丸森町で、満１歳までおむつ代等

の助成をしている自治体は七ヶ宿町、村田町です。また、中学生の給食費無償化を実施している自治体は

名取市、角田市、七ヶ宿町、川崎町、丸森町、山元町でございます。 
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○議長（髙橋たい子君） ２点目、教育長。 

     〔教育長 登壇〕 

○教育長（船迫邦則君） 大坂議員の２点目、学校給食費の完全無償化のメリットとデメリットについて

お答えします。 

  メリットとしては、食料品などの物価高騰による生活への影響がある中で、保護者の経済的負担が軽減さ

れることです。 

  デメリットとしては、本町の場合、小中学校９校を完全無償化にすると約１億3,700万円という大きな財

政負担を伴うため、限られた予算の中から継続的に財源を確保しなければならないことです。 

  以上でございます。 

○議長（髙橋たい子君） ３点目から７点目まで、町長。 

     〔町長 登壇〕 

○町長（滝口 茂君） ３点目、若いファミリー層の人口動態でございます。 

  令和元年度末と令和５年度末の柴田町全体の人口を比較すると、999人減少しています。このうち20か

ら30代に限ると604人減少していますが、他の年代の増減幅と比べて、この年代だけが著しく人口の増減が

あるわけではありません。ここ５年間で柴田町を含め、近隣市町においても子育て支援策の大きな拡充等は

ないことから、子育て支援策の拡充と人口増との因果関係を見いだすまでには至っておりません。 

  ４点目、明石市と同じようにした場合ですね。 

  明石市と同じように第２子以降の保育料の無料化を実施した場合、柴田町が負担しなければならない

金額は約2,230万円、満１歳までを対象とした明石市と同じ「０歳児見守り訪問おむつ定期便」を実施し

た場合、委託料として町が支出する金額は約746万円が見込まれます。また、中学生の給食費の無償化を

実施した場合、町が負担しなければしなければならない金額は約5,153万円です。これらの事業を実施すれ

ば経常収支比率が悪化し、財政の硬直化に影響を及ぼすことが考えられます。 

  ５点目、明石市のように柴田町ができない財政的運営の課題でございます。それと見通しですね。 

  柴田町の財政は、義務的経費である人件費、扶助費、公債費が増加傾向にあることから、令和５年度

決算における経常収支比率が93.8％となり、財政の硬直化が進んでいる状況でございます。今後も、公債

費については、令和７年度から令和９年度まで毎年15億円を超える見込みでございます。 

  また、公債費は、普通建設事業の財源とする町債の借入金額によって変動しますが、令和12年度には

約12億円となる見込みです。このため、令和11年度までは非常に厳しい財政運営が続くと思われます。公

共事業の予算を削って子育て支援に予算を回すというご意見ですが、財政の硬直化が進んでいる本町にお

いては、既に公共事業を縮減した中での財政運営を行っております。 
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  令和５年度の投資的経費である普通建設事業費の決算額は約12億円ですが、事業を実施した財源

のほとんどは特定財源となっており、一般財源は約１億6,300万円しか充当しておりません。すなわち、約１

億6,300万円の一般財源を呼び水にして国庫補助金の獲得に奔走し、それでも不足する資金については銀

行などから借入れを行い、公共事業を実施しているのが現状です。 

  このように公共事業は多くの特定財源を活用し実施しているため、公共事業の予算を削っても生み出され

る一般財源はそう多くはなく、学校給食費の無償化に回せる財源は限られるということをご理解願います。 

  ６点目、国や県への働きかけでございます。 

  学校給食費の無償化は、一部の自治体により少子化及び子育て政策や経済対策の一環として実施さ

れておりますが、本来平等であるべき教育環境については、自治体の財政事情によって格差が生じてはなら

ないと考えております。 

  町は率先して、全ての自治体で学校給食費の完全無償化が実現できるよう、国や県に対し、必要な財

源を確保するよう宮城県町村会を通じて要望しております。 

  ７点目、柴田町でも完全に無償化した場合、保育料の無償化ですね。 

  学校給食費の無償化には約１億3,700万円、第１子保育料の無償化約9,500万円については、国や

県からの補助金や交付金等があれば検討は可能と考えられますが、しかし、令和11年度までは相当厳しい

財政運営を強いられることから、現時点では段階的にも実施は難しいものと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（髙橋たい子君） 大坂三男君、再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） 総じて財政的事情で実現は難しいということなんですけれども、国が政府が岸田

政権になってからだと思うんですけれども、経済財政運営の基本方針として異次元の少子化対策に力を入

れるということで取組を始めているはずなんですけれども、これについて国からというか、地方に何か財政的な

支援とか、逆に言うと、柴田町はこの国の政策によってその後何ができたかというようなことがあったのかどうか、

その実績についてお伺いしたいと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。財政課長。 

○財政課長（藤原輝美幸君） まず、財政課からは、国からの財源関係についてご説明いたします。国のほ

うではこども家庭庁が発足して、一括的に子ども真ん中社会とか、子どもに関する政策を国を挙げていろいろ

なことを打ち出しております。その中で本来、補助金とか負担金で地方自治体に交付されれば、非常に分か

りやすく、政策も様々な細かな施策も実現できるかとは思うんですけれども、今回の普通交付税の中で包括

的な算定で少子化対策の分が盛り込まれ、普通交付税が予算額が昨年度よりも少し増えたかなというふう

には見ています。実際に議員が懸念されているこういったこの無償化について幾らとか、そういうことではないん
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ですね。あくまで、全国の自治体が標準的な少子化対策、子育て施策を提供するための基準財政需要額

の計算方法、それでもって措置はされております。 

  財政課からは以上でございます。（「実績」の声あり） 

○議長（髙橋たい子君） どうぞ。 

○財政課長（藤原輝美幸君） すみません。子育て施策の実績については、今回の議会で実績報告書を

提出してございますが、そちらのほうに載っているものでございます。改めまして、議員が懸念されているような保

育料の無償化とか、そういったことにはなってございません。 

  以上です。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） そうしますと、それぞれの地方自治体の判断で力を入れる部分が違うということで、

先ほど県のそれぞれの状況を答弁いただいているんですけれども、もうちょっと狭い範囲で仙南のほうの４市９

町で、例えば第１子からの保育料の無料化を実施している自治体が分かればお願いしたいと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長（真嶋朱美君） 保育料完全無償化をしている自治体ですが、角田市、七ヶ宿町、丸

森町となっております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） ３自治体がやっているということで、結構あるなと思います。 

  あと、すみません、もう一つ、小中学校の学校給食費の完全無償化という点では、仙南の地域ではその

実績があれば教えてください。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） 学校給食費の完全無償化、仙南では角田市、七ヶ宿町、川崎町、丸

森町となっております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） 角田、七ヶ宿、丸森は両方ともやっているということで、結構進んでいるなと思って

もいいと思うんですけれども、どうしてこうもやれるんでしょうか。ほかの自治体の話なので、ちょっと言えない部

分もあるとは思うんですけれども、公になっている部分だけでも結構ですけれども、どうなんですかね。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。財政課長。 

○財政課長（藤原輝美幸君） 仙南の自治体のお話ですが、私から一般的な財政的な推測からご説明

申し上げますと、まずは、ふるさと納税をやはり期限を設けてやっているのではないかと。ずっと無償化とかでは

なくて、例えば期限を設けてふるさと納税で頂いた分を充当している。また、本町は該当しないんですが、地方
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債制度においては過疎債という制度があります。いわゆる過疎の激しい地域においては借金でもってソフト事

業を展開できますので、そういった起債を充当して行っている団体も調べでは分かっております。 

  以上でございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○13番（大坂三男君） 保育料の無料化の問題なんですけれども、柴田町では現在、いろいろ家庭の事

情とか収入とかによってこの辺も違うとは思うんですけれども、現在の実績としてその対象人数と費用は総額

で幾らぐらい使っていますか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長（真嶋朱美君） 令和６年度保育料ですけれども、保育所、第１子、第２子をカウント

しまして5,837万1,050円となっております。失礼しました。歳入分として計上しております5,837万1,050円であ

ります。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○13番（大坂三男君） 対象の人数、お伺いします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長（真嶋朱美君） 失礼いたしました。対象人数、保育所で192人となっております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） ４月の27日の河北新聞の記事、これをコピーしてきたんですけれども、大河原で給

食の無償化を求めて1,604人の署名を住民団体が町に提出したという記事がありました。隣町でそんなこと

やっているんだなと思って、柴田町はどうなんだろうなとそのとき思ってちょっと知り合いの人に聞いたら、柴田町

でも始まりましたよと。もう結構集まっているのでということでしたので、そういう情報なんかは町で把握していま

すでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） 給食費無料化の署名活動ですけれども、７月に槻木地区で始まってい

るという情報を得ております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） 大河原ではその署名を受けて、齋町長が署名を重く受け止めると、国の責任で無

償化するよう要請中で、対応が決まれば本年度中に町として結論を出したいというお答えをなされております

が、柴田町ではまずその署名が同じように出されたらどういう対応を、やっぱり大河原も国の責任で無償化す

るよう要請中だというふうなことなんですけれども、柴田町もそういう形になると考えてよろしいんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。町長。 
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○町長（滝口 茂君） 最近、給食費の無料化は首長の話題になっております。齋町長さんとはお互いに

足並みをそろえてという話だったんですが、陳情を受けまして前向きな回答、公約に載せた、選挙がありますか

らね、前向きにやるということになりました。それで、この間のサミットでもその話題になりまして、亘理町にもお伺

いしたんですけれども、亘理町ではやはり国に要望すべきだということでございます。 

  今年の市町村長会議で、私は青森県の新しい知事さんが、給食費の無料化をやっている自治体とやって

いない自治体があったもんですから、知事さんはやっていない自治体に補助金を出して青森県内で自治体間

の政策格差がないようにするというふうなことがありましたので、知事に直接そのお話をさせていただきましたが、

残念ながら知事は国の問題だということでゼロ回答でございました。 

  そうしますと、柴田町のことを考えますと、先ほど答弁しましたように１億3,700万円の収入が入ってこない

と。これが公共事業、道路整備90％の起債を活用すると、事業費10億円の公共事業ができなくなる財源

です、１億3,700万円ということですね。今現在、１億円使って公共事業をやっている。全部ストップです。草

刈りも道路整備も側溝整備も水害対策も、全部ストップして１億3,000万円、学校給食費に柴田町は充

てられるかと。それは議員の皆さんでも検討していただいて、ワールドカフェありますから、ぜひそこで議論をしてい

ただきたいというふうに思っております。 

  先ほど申し上げましたように、柴田町の公債費15億円、令和７年度も最高でございます。令和11年度ま

では15億円ずつ払っていかなければなりません。もうこれは払うのが決まっているんですね。令和13年度になっ

て５億円少なくなります。そこから実は１億円ずつ下がっていくという財政シミュレーションになっておりますの

で、誰がやったって令和11年度までは無理というのが私の考えでございます。ですから、令和13年度に１億

3,000万円使って給食費の無料化をするか、今後石森議員から質問がありますけれども、給食センターを建

てるか、この判断にも迫られると今のところ考えております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） 私が公共事業費を削れと言っているわけではないんでね、明石市がそれを自慢し

ているので、そういうことが可能なのかなとちょっと質問をいたしました。そっちを削りますと波及というか、マイナス

波及が結構な大きな損失になると思うので、事業ができなくなると思うので、あまりそっちのほうは積極的には

やらないほうがいいのかなというふうに今の答弁を伺って私も判断しております。 

  それで、学校給食費となると、やはり支払えない家庭も結構ありまして、支払えない場合は滞納になると

思うんですけれども、今そういう状況というのはどのようになっているのか。その現状をちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） 経済的理由でなかなか経済状況が厳しいという家庭につきましては就
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学援助制度がありますので、そちらのほうで給食費のほうは全て賄っていただいているということでございます。そ

れ以外の家庭の未納分につきましては、町のほうでお支払いいただくようにいろいろ督促等を行っているという

状況でございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） 督促してもなかなか払っていただけない家庭もあると思うんですけれども、そういう場

合はその徴収はどのような形でなされているのか、お伺いします。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君） 給食センター職員が粘り強く対応しております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） それも結構職員さんからすれば負担にはなると思います。給食費を完全無償化す

れば、そういう家庭の子どもたちも気兼ねなく楽しく給食を食べることができると思うので、給食センターの集金

事務関係もそういった意味では完全無償化にすれば楽になるのかなというふうに思います。 

  それから、今回こういう形でいろいろ調べますと、子育て世帯にとって住みやすいまちになる子育て支援が充

実している明石市はずっと人口が増え続けているという情報がありますので、ある民間がアンケートをしたんです。

子育て世帯が住みやすいまちの条件をどのように考えているのかというアンケートを取った結果が出ていまして、

それを見ますと、子どもがよく利用する施設が多いまちとか、夜間対応している病院がある、それから待機児

童数が少ない、それから自治体の子育て支援制度が整っている、学校や託児施設が近い、子育て世帯が

多いというのがアンケート結果で出ております。そういうまちがあれば、移住してでもそういうところに住みたいとい

う方もおられるということです。それで、本町は、今のアンケート結果から鑑みて、若いファミリー層に選ばれるま

ちにするためには、この辺の若い世代の希望をどのように捉えておられるか。感想があればお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。町長。 

○町長（滝口 茂君） やはり子育て支援が充実しているというのは、これは避けがたい、選ばれるまちの一

つであるというふうに思っておりますし、やはり病院があるということでございます。この点に関しましては、仙南で

産婦人科があるの柴田町でございますし、大規模な中核病院までも遠いところでも十七、八分で来ますの

で、そうやってみると医療環境にも恵まれているということでございます。私は、若い世代が選ばれるというの

は、その２つの要素もありますけれども、やっぱり便利であるということと、土地の値段が、家屋の値段が安い

ということでございます。それが選択の要因になるんではないかなと。 

  それから、保育サービス、これは現物ですよね。柴田町は今この現物の保育サービス、特に待機児童の解

消ということで民間のほうに補助金を出して新しい施設を造っておりますし、それから古い施設ではやっぱり子
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どもたちを預けるという気持ち湧かないんですね。それで柴田町の弱点は、槻木保育所、船迫保育所が相当

老朽化していますので、これは早急に対応しなければならないということで、まず子どもの経済的サービス、プラ

ス保育環境、それをしないといけないのかなというふうに思っております。 

  最後に、やっぱり子どもが集まって新たな活動する、悩みをお互いに言い合ったり、それから子育てのために

活動できる、そういうアグレッシブなムーブメントを起こせる町、そのためにはやっぱり今やっておりますので、にぎ

わいづくりの拠点となっております図書館とか、喫茶店のある居場所づくり、こういうところがこれからの町には

必要だというふうに私は考えているところでございます。そういった意味で若い世代に一番アピールするのは何か

というのは、全てこの５つの項目をやれる自治体にならなければならないというふうに思っております。 

  経済的な支援ということになりますと、今角田市は保育料が無料、学校給食費も無料です。柴田町は残

念ながら両方やっておりません。やっていなくても、人口の減り方は、大変失礼な言い方なりますけれども、角

田市は今２万6,000人を切ろうとしております。２万6,000人を切るんです。一時期には３万3,000人いたん

ですけれどもね。ということは、もちろん政策的な問題もありますけれども、それ以外の魅力をみんなでつくって

いかないと、経済的支援だけで若い人が来ますよ、全てではないというのが私の考えです。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） 今ちょっと郷土館絡みの整備事業の図書館と喫茶店の話は出たんですけれども、

子どもの遊び場、私も前から何回か行っているんですけれども、明石市の５つの無料化の中に、遊び場となっ

て親子共に入場無料というのが５つの中に入っています。全て所得制限なしのようなんですけれども、今回、

郷土館整備事業の中で図書館の跡の施設を子どもの遊び場という方向で検討しているということがあったの

で、関連でお伺いしますけれども、もしそれが実現するとなったときに、明石市のように入場無料という形で考

えていただきたいなと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。町長。 

○町長（滝口 茂君） 親子が明石市の施設を無料で利用できるというのは、大きな柱の一つですね。この

５つの無料化の一つに掲げておりましたので、ちょっと農政課長には怒られるんですけれども、１年間、太陽の

村の室内子ども遊び場100円かな、あれを取らなければ、柴田町も５つの無償化の１つとして施設は無料

ですと皆さんにお伝えすることができたのかなというふうに思っております。これはあまりお金かからないので、明

石市の５つの公約のうち、柴田町は18歳まで所得制限なしの無料化を１つやっておりますし、やれるとすれ

ば太陽の村には大変申し訳ない、議会には申し訳ないんですけれども、今から４年後には郷土館をリニュー

アルしますので、それに合わせてもう一回無償ということも考えられないことはないのかなというふうに思っており

ます。この無償化は意外とお金かからないので、ちょっと検討させていただきたいと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 
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○13番（大坂三男君） すみません、先ほど答弁はあったかも分からないんですけれども、私がちょっと記入

漏れをしているかも分かんないですけれども、明石市の５つの無料化の中の第２子以降の保育料の無料化

と満１歳までのおむつの無料化、それから中学生の給食費の無償化を例えば柴田町で実施した場合は、そ

れぞれ今言ったやつのおのおのの必要となる経費とか、それが経常経費比率にどのぐらい影響を及ぼすのか。

ちょっと改めてお聞きします。 

○議長（髙橋たい子君） 町長答弁にもありましたけれども、改めて確認ということで、子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長（真嶋朱美君） 先ほど町長答弁にもございましたが、明石市と同じ「０歳児見守り訪

問おむつ定期便」を実施した場合、柴田町では約746万円が見込まれております。また、保育料完全無料

化を実施した場合は9,500万円が想定されます。 

  以上です。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） やっぱり公共事業のほうとの絡みがちょっと気になるんですけれども、無駄な公共事

業というのは、特に今はあれはやらなくてもいいのかなというようなものがあれば、ちょっと言っていただきたいなと

思います。ここで言えというのは無理かな。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。財政課長。 

○財政課長（藤原輝美幸君） 土木の予算も予算要求時点ではかなりの金額です。その中で優先順位を

設けて実施しています。予算化していますので、予算化できなかった部分についても、財政課としても現場に

行きましていろいろと判断しています。何ひとつ無駄な事業はございません。ご理解願います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） 段階的に全てにわたって実施できないかという私の考え方なんですけれども、それは

今のところは全く無理だというか、段階的にもできないだろうなという考え方でよろしいでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。町長。 

○町長（滝口 茂君） 実はふるさと納税が去年、総務省から１か月半ストップさせられた影響で顧客が

逃げております。現在のふるさと納税は6,000万円程度になっておりますので、抜本的にふるさと納税が昨年

並みの７億円稼げるとすれば、３億5,000万円一般財源として使えますけれども、それでも今年の当初予算

でふるさと納税は５億5,000万円取り崩しております。ということはまだ２億何ぼ足らないのが実情でございま

す。ですから、ふるさと納税が回復しない限り、令和11年までは経常経費を増やす政策は全くできないとご理

解をいただきたい。本当はやりたいんですよ。段階的にやりたいんですけれども、その分、公共事業で調整しな

い限り駄目だと。今年の春、公共事業で調整しましたところ、議員の皆さんから相当ご質問を賜って、何とか

補正予算で今回やれるところを予算措置しましたけれども、そういうのが今の実情。ですから、令和11年まで
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は、いろんな議員さんから要望今回もありましたけれども、経常経費はちょっと抜本的にふるさと納税が回復し

ない限り無理だと、段階的にも無理だとご承知おきいただきたいというふうに思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） もうふるさと納税を増やすしか希望はないということなんですけれども、そのふるさと

納税を増やすために何か今取り組んでいることがあるんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 関連質問ということになるでしょうけれども、まず通告に沿って質問をいただきたい

と思います。（「はい」の声あり）別の質問ということでお願いします。 

○13番（大坂三男君） バツが出ましたので、ちょっと今のところは打ち手がないといいますか、そう判断して、

あとはふるさと納税しかないのかなということと、あとは国がいろいろ子育て支援に力を入れておるので、入れる

という宣言をしているので、あとは国や県に強く強く要望していただきたいなというふうに思います。その辺もちょ

っとお考えを伺いたいと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（沖館淳一君） 町長答弁のほうでもございました、国のほうには政府要望という形で

例年、年度の前半で要望してございます。また、今現在、県のほうの政策に関する要望ということで、予算に

関する部分になるんですけれども、今、これから要望書のほうが出来上がってまいります。年２回、必ず国に

対しては直接、それから県に対しましては政府のほうに改めて県から要望していただくというような内容で予算

編成の要望のほうを行っているところでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○13番（大坂三男君） では、そういう形で頑張っていただくということで、私の質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（髙橋たい子君） これにて13番大坂三男君の一般質問を終結いたします。 

  ただいまから休憩いたします。 

  15時10分再開といたします。 

     午後２時５３分  休 憩 

                                            

     午後３時１０分  再 開 

○議長（髙橋たい子君） 再開いたします。 

  休憩前に引き続き一般質問を行います。 

  ４番小田部峰之君、質問席において質問してください。 

     〔４番 小田部峰之君 登壇〕 
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○４番（小田部峰之君） ４番小田部峰之です。大綱２問質問させていただきます。 

  大綱１問目、未来に向けて芸術文化の向上を。 

  １）町の取組として、スポーツ分野においては全国的に見ても遜色のないものに近づきつつあると思います。

その一方で、芸術文化分野においては、潜在的な才能を十分に発揮できているとは言い難いとの声がありま

す。現時点での町として、芸術文化向上への取組状況はいかがでしょうか。 

  ２）音楽団体などの練習用に専用の練習スタジオを準備し、提供している自治体があります。本町では

そのような取組に向けて計画する考えはありませんか。 

  ３）芸術文化が現在、そして将来的に、町民の生活へどのような影響を与えると考えますか。方向性を

伺います。 

  ４）地元アーティスト、芸術家、愛好会、サークルの状況は把握していますか。 

  ５）活動状況は把握していますか。 

  ６）芸術文化における本町の関連人口は何人ですか。 

  ７）各グループ、団体から町への要望や希望などの意見は上がっていますか。 

  ８）その要望などへの対応状況はどうなっていますか。 

  ９）仙南芸術文化センターへの積極的な利用を促していますか。利用状況はどのようになっていますか。 

  大綱２問目、有事への備えは十分か。 

  １）各自主防災組織の防災備蓄品の現状はどうなっていますか。 

  ２）十分と考えますか。 

  ３）現在の課題、将来的な課題は把握していますか。 

  ４）ポケットサイン防災という取組をしている自治体があります。本町では、新たな取組の計画はありませ

んか。 

  ５）有事といえば、何も自然災害に限ったことではないと思います。ＮＨＫの報道によれば、国内のＩｏ

Ｔ機器約20万台が外部からアクセス可能で、サイバー攻撃を受けるリスクが高い状況にあるとのことです。例

えば、このような見えない脅威に対する備えは意識していますか。 

  ６）本町では、今までネットワーク上の機器が攻撃対象になった事例はありましたか。 

  以上です。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。１問目、教育長。２問目、町長。最初に教育長。 

     〔教育長 登壇〕 

○教育長（船迫邦則君） 小田部峰之議員の大綱１番目、未来に向けた芸術文化の向上についてお答

えします。９点ございました。 
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  １点目、芸術文化向上への取組状況についてです。 

  まず、柴田町は、仙南圏域の芸術文化の拠点となっているえずこホール（仙南芸術文化センター）を大

河原町、村田町と共に運営しながら、圏域住民に優れた芸術文化の鑑賞と発表の場として積極的に施設

を活用し、仙南圏域の芸術文化水準の向上と芸術文化の振興を図っています。 

  また、町内での取組としては、例えば、槻木生涯学習センターでは仙台フィルハーモニー管弦楽団による芸

術鑑賞会や地元の演奏家によるミニコンサート、船岡生涯学習センターでは地元のプロの演奏者による子ど

も音楽鑑賞やクリスマスコンサート、船迫生涯学習センターでは地元の音楽家によるスプリングコンサート、しば

たの郷土館では観月会参加者による観月会の会場内ＢＧＭの演奏などの事業を行っております。さらに、

文化庁の舞台芸術等総合支援事業を活用し、今年度は柴田小学校に国内有数のプロの演奏者を招いて、

音楽の楽しさを伝えるワークショップを行っております。 

  ２点目、練習用スタジオの提供についてです。 

  各生涯学習施設では、様々な人が会議室やホールなどを利用し、合唱、民謡、オカリナ、ギター、琴、尺

八、和太鼓、ピアノ発表会などの音楽活動をしております。各施設には音楽練習室のような専用の部屋はあ

りませんが、利用者自身、騒音などでほかの方に迷惑をかけることのないよう、節度を持って利用していただい

ております。 

  また、音楽練習室の問合せがあった際には、えずこホール（仙南芸術文化センター）の音楽練習室の利

用を促しております。 

  ３点目、芸術が町民の生活にもたらす影響についてです。 

  文部科学省では、文化芸術の振興の意義として、「芸術、伝統芸能、生活文化、文化財などの文化芸

術は、人々に楽しさや感動、精神的な安らぎや生きる喜びをもたらし、人生を豊かにするものである。また、豊

かな人間性を涵養し、創造性をはぐくみ、人間の感性を育てるほか、他者に共感する心を通じて、他人を尊

重し、考えを異にする人々と共に生きる資質をはぐくむものである」としています。 

  まさに、音楽活動など芸術文化活動は、楽器演奏や歌唱、作品作りの技術の向上など、音楽の楽しさを

享受するだけではなく、音楽活動や芸術文化活動を通じて、個々人の人間性を育み、日々の生活の豊かさ

や幸せな人生を送ることに寄与するものと考えております。 

  また、音楽活動など芸術文化活動を盛んにすることで、地域の文化イメージが高まり、美しいセンスあふれ

た町並みの形成や様々な交流機会が生まれ、にぎわいのあるまちづくりに大いに貢献するものと考えておりま

す。 

  ４点目、地元アーティストの把握、５点目、その活動状況、６点目、芸術文化における関連人口につい

ては、関連がありますので一括でお答えします。 
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  今まで、地元アーティストなどの数、活動状況、芸術文化における関連人口についての調査は行ったことが

ありませんので、具体的な数字などは把握できておりません。 

  ７点目、各団体からの町への要望、８点目、要望への対応については、関連がありますので一括でお答

えします。 

  生涯学習施設への要望につきましては、規模が大きく、駐車場も広い施設が欲しい、音響や照明、映写

機などの設備が整い、それらに詳しい専門家を置いてほしいなど、様々な要望があります。また、設備の老朽

化に対する要望もありますが、これらについては優先順位を定めて計画的に修繕を行っているところです。 

  さらに、施設利用に対する相談としましては、例えば、施設利用予約の際、他の利用者と利用したい部屋

や時間が重なった場合には、施設の職員が利用者の間に入り、お互いに譲り合っていただけるよう調整する

などしております。 

  ９点目、えずこホール（仙南芸術文化センター）の積極的な利用の働きかけについてです。 

  えずこホール（仙南芸術文化センター）の利用につきましては、柴田町にとって利用しやすい立地環境にあ

ることや、設備や視聴覚教材が充実し、住民参加型の文化創造施設となっていることから、これまでも積極

的に利用を促してきております。 

  これまで、えずこホール（仙南芸術文化センター）と柴田町は連携しながら、えずこホール（仙南芸術文

化センター）の利用を促すため、町内の各生涯学習施設においてえずこホール（仙南芸術文化センター）の

イベントなどのチラシの配布やポスターの掲示を行っております。 

  また、町内の学校などでアウトリーチ事業として出前講座を開催し、文化芸術活動の充実を図ってきており

ます。 

  なお、令和５年度のえずこホール（仙南芸術文化センター）の地域別施設利用状況につきましては、仙

南２市７町で168の団体が利用しており、そのうち柴田町の利用は48団体で、全体の約３割となっておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（髙橋たい子君） ２問目、町長。 

     〔町長 登壇〕 

○町長（滝口 茂君） 小田部峰之議員、大綱２点目、有事への備えでございます。６点ほどございまし

た。随時お答えをいたします。 

  備品の現状でございます。 

  庁内に組織されている39の自主防災組織の備品の現状ですが、各自主防災組織によって地域の特性や

世帯数の規模に違いがあることから、一概には言えませんが、ほとんどの自主防災組織では食料品を備蓄し
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ています。その他の備蓄品としては、発電機や投光機、毛布及びカセットコンロなどの資材を用意している自

主防災組織もあります。 

  なお、町としては自主防災組織連絡会を通じて、各自主防災組織における年度末時点での備蓄状況や

次年度の避難訓練等の開催予定などについて報告をもらうなど、組織ごとの備蓄や活動状況の把握に努め

ているところでございます。 

  ２点目、備蓄品の現状は十分かということです。 

  地域の特性、想定される災害発生状況や大きさ、応急復旧に要する時間など、様々な要素によって変わ

ってきますので、一概に数量等を定めることは難しいと考えております。しかしながら、町としては備蓄食料につ

いては、災害発生後、最低でも３日分、できれば１週間分の備蓄をお願いしているところです。また、最近で

は食料の備蓄でだけでなく、携帯トイレや簡易トイレを備蓄する必要についても、出前講座等で説明している

ところでございます。 

  ３点目、現状、将来にかかわらず、人材の確保や共通する課題と認識しております。１つに、組織の中心

メンバーが高齢化し、体力的な問題や活動の継続性が懸念されること。２つに、組織を継続していくために

は、次世代を担う若い世代の方が必要となりますが、地域活動への参加意識の低下や多忙化により、自主

防災組織への参加率が低迷していること。３つに、自主防災組織の在り方について組織内での意思統一が

図られず、主要なメンバーが自主防災組織の活動から離れてしまう場合があることでございます。 

  地域ごとに自主防災組織が抱える課題や悩みは異なりますが、町としては、まずは地域ごとの課題に傾聴

しながら、課題等の解決に向けて対応策を探っていきたいと考えております。 

  ４点目、防災における新たな取組計画です。 

  町でも、以前からポケットサイン防災アプリなど「避難支援アプリ」を使って住民一人一人への避難指示や

避難所への入所登録が簡単にできないかを調査研究していたところでございます。今回、宮城県が今年度

中に、ポケットサイン株式会社が提供する「自然災害避難支援アプリ」を県内市町村が利用できるようにす

るということでしたので、町としても県が主導する自然災害避難支援アプリを活用するために、今後考えられる

課題を整理し、準備が整い次第、当該アプリを活用したスムーズな避難所運営等が実施できるよう努めてま

いります。 

  また、アプリ導入以外のその他の新たな取組としては、現在、雨水管理総合計画の策定及び内水ハザー

ドマップの作成に取り組んでいるところでございます。 

  ５点目、サイバー攻撃への備えや意識でございます。 

  町では、サーバーやルーターなど数多くのＩｏＴ機器を業務に用いております。サイバー攻撃への備えについ

ては、使用しているＩｏＴ機器のセキュリティを最新の状態にするとともに、サイバー攻撃への対策を各種講じ
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ております。 

  具体的な対策としては、職員が使用している業務用パソコンとインターネットを分離させており、インターネッ

トを通じて直接的な攻撃ができないようにしています。また、人的セキュリティ対策としては、全職員を対象に

情報システムのセキュリティを定めた柴田町情報セキュリティポリシーの遵守徹底を図るとともに、情報セキュリ

ティ対策に関するｅラーニングを毎年全職員に対し実施し、最新のサーバー攻撃やセキュリティ対策に関する

知識を身につけてもらうことで意識を高めております。 

  ６点目、ネットワーク上の機器が攻撃対象になった事例でございます。 

  今年５月、町の基幹システムとは別に運用していた個別事業のホームページが外部からの不正アクセスに

遭い、内容が改ざんされる事案が発生しました。事案の把握後、速やかにホームページを閉鎖し、今のところ

特に被害や苦情などについての情報はありません。 

  以上でございます。 

  最新の攻撃は、「サイバー攻撃」でございました。訂正いたします。 

  以上でございます。 

○議長（髙橋たい子君） 小田部峰之君、再質問ありますか。どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） 丁寧なご回答だったと思います。ありがとうございます。芸術文化の方面の効果

ですけれども、まさに私が言いたかったことが書いてありました。本当に人を育てるということと、やっぱり心を育

む、そういうことにはとっても有効なものであると本当に思うわけでございます。そして、こういうもの、芸術文化の

向上はやっぱり町の存在価値を高めてくれるものではないかなと思うんです。移住・定住につながればなお結

構なんですけれども、ほっとするまちにつながっていければと思って、今回こういう質問を出させていただきました。 

  仕事とプライベートを分けて自分の生活を大切にしている方々も増えてきておると思いますし、ほとんどの方

はそうなのかもしれませんけれども、そういう自分磨きや趣味の後押しができるまちになれれば、10年後、20年

後くらいになると思うんですが、魅力的なまち、輝いているまち、躍動感のあるまちに今以上に向上できると考

えます。交流人口、地元アーティストの数とか、把握していないということですけれども、これは把握できるものな

んでしょうか、町で、逆に。すみません。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤 潤君） 交流人口というお話もございました。芸術文化に関しましては、議員ご質

問のとおり、やはりスポーツとかとは違ってちょっと個人的な活動によるところが大きいのかなと思います。町のほ

うでもそういった活動を全て把握するというのはなかなか難しい側面はあります。ただ、町のほうですと文化協

会がございます。そういった団体等とやはり連携しながら、情報というものはつかんでいければなと思っておりま

す。 
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○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） 地元のアーティストなんですけれども、プロに近い方、プロで活躍している方、ティン

パニ奏者とか、これは学校の先生なんですけれどもオーボエ奏者の方、あとフルートの方と、あとマリンバ奏者の

方は何か有名だという話なんですね。こういう方もいらっしゃると。そのベースになったのがやっぱり小学校、中学

校での吹奏楽の経験だと思うんですけれども、吹奏楽の槻木小学校が県大会、また東北大会にまで行って

います。また、槻木中学校は全国大会にまで行ったんですね、1998年には。船迫中学校もそれに追いつくよ

うに2001年に東北大会で銀賞を取っております。こういう町として名誉なこと、誇らしいこと、また町の名前を

全国に響かせるような内容で頑張った子たちに何かこう褒めるというか、表彰や助成制度なんかがちょっとあれ

ばいいのかなと思っているんですけれども、その辺いかがでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤 潤君） 今お話がありました。やはり槻木小学校のほう、吹奏楽というところを非

常に頑張っておられると。槻木のほうは小学校に限らず中学校、あるいはサークルもございますね。「ウィンズサ

ークル」さんとか、連携が非常にできていて、コラボなんかもたくさんしているところだと思います。助成というところ、

それぞれの活動あるとは思うんですけれども、どの辺までというのはちょっとあると思うんですけれども、その状況

を、そういう連携を町では確認しながらというところにはなると思うんですが、把握しながらというところかなとは

思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） 進めていくということでよろしいですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤 潤君） 活動のほう、特に今コロナから明けて、吹奏楽に限らずかなり盛んになっ

てきているところ、歌唱ですとか、吹奏楽含めて音楽ですね。全般にやはり元に熱がまた戻ってきたところでもご

ざいます。全国的に広めていくとか、アピールとかという部分はあるとは思うんですけれども、なかなかどの辺まで

の助成とか、そういう部分というのはこれからちょっと考えるというか、どの辺までというのは今後状況を見てとい

うことだとは思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） ありがとうございます。この吹奏楽なんですけれども、一般の教科外活動費という

のが10倍近い多額の結構、初期費用がかかると言われております。全国、吹奏楽に関する実態調査をやっ

た会社があって、2020年の12月23日の記事なんですけれども、母親515名を対象に調査を実施ということで

ございます。学校所有の楽器を使う人は60％、３割は自分で調達、２割が新品を購入ということで、あと楽

器購入の費用は新品で平均24万4,480円、中古品で平均11万3,487円、知人から購入で平均５万
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7,190円ということですね。楽器購入したからといってあれなんですけれども、維持経費、維持がかかるんです

ね、メンテナンス。リードとか、掃除用具とか、また遠征費などもかかる。楽器を新品にした場合の費用は30万

円ぐらいかかると言われております、という調査結果ですね。文部科学省の調査によりますと、平成30年の子

どもの学習費調査では平均２万9,308円という報告になっておるようでございます。この辺、負担を少しでも軽

減できればなと思うのですが、どうでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤 潤君） ただいまお話ありましたやはり経費ですね。楽器、活動費というところ、あ

とは遠征費、遠征というか持ち運び含めてになると思います。やはりそれ相当の負担というのが大きい部分が

あるとは思います。その辺の助成、先ほどの中身もなんですが、全国的な状況とか少し状況を調査というか、

させていただいた上でということにはなると思うんですけれども、確認させていただければと思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） 実は私の息子たちも３人とも吹奏楽部で、それで山形の東北大会にも行って

応援して、そこで感動して今こういう感じでなっております。だから、心がやっぱりこう響くんですよね。やっぱり感

性に訴えるというか、子どもたちの純粋な音が直接入ってくるというか、そういうのを体験して私もやりたくなって、

地元のサークルがありましたので、そちらに少し交ぜていただいて、そこでもうちょっとソロができるぐらいまでやらせ

ていただいて、今ちょっとお休み中でございますけれども、なかなか彼らはやっぱり練習のときは本気ですので、

なかなか本当に投入しないとついていけなくなるというか、やはり芸術家だなということは思います。 

  あと、一つ気になるご意見いただいて、槻木生涯学習センターの大ホールなんですけれども、消防団のラッパ

で時々使わせていただいて、響きがいいんですよね。いいのでうまくなったような気がして、すごくやりがいがある

んですよ、あそこで練習すると。ですけれども、何かカビ臭いという意見があるんですね、あそこ使う人から聞いた

んですけれども。カビ臭いって何だろうなと思ったら、使用率というか、回転率が悪いという、あまり使われてい

ないホールだとこういう臭いするんだということをちょっとお聞きしたんですが、そういうことはあるんでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤 潤君） 槻木生涯学習センターのホールの関係ですかね。直接的にお話を伺った

というのはちょっとなかったんですけれども、確認させていただきたいとは思います。それが稼働によるものなのか、

その状況によるものなのか、経年の状況によるものなのかということも含めて、ちょっと確認させていただければと

思います。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） もし回転率が低いというのであれば、使いづらいものが何かあるのかなと思って、

聞いたら使用料、やっぱりちょっと高めの設定だとは思うんですけれども、設備がいいんですけれども、その分の
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設定だとは思いますけれども、使ってもらって価値が出るものだと思いますし、そのまま箱のまま置いていたので

はもったいないので、なるべく使ってもらうにしていただきたいということでございます。年間使用って、ここ何回ぐら

いとかって、そういうデータはございますか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤 潤君） 先ほど教育長の答弁にもございましたけれども、槻木生涯学習センター

のホールのほうですと、特に仙台フィルのハーモニーの管弦楽団のコンサートとかございます。回数にすると約12

回ほど、文化芸術活動のほうの使用では年間12回ぐらい使っております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） その他の何か活動とか、そういう発表会とかというのも交ぜると何回ぐらいなんで

しょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤 潤君） すみません。今のところ、全てというところでは数字を持っておりません。 

○議長（髙橋たい子君） 後で答弁ということでよろしいですか、課長。 

○生涯学習課長（佐藤 潤君） はい、ちょっと確認させてください。すみません。 

○議長（髙橋たい子君） 小田部議員、よろしいですか。 

○４番（小田部峰之君） はい、分かりました。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） 分かりました。なるべく、使って何ぼだと思いますので、その辺よろしくお願いいたし

たいと思います。 

  えずこホールのほうの使用率はすごくいいみたいですね。もう大ホールなんかも目いっぱい埋まっていて、あと小

さい部屋とか、あと平土間も結構使用率が高いので、そちらのほうが使用率高ければいいのかもしれませんけ

れども、身近にあるところも大事にしていっていただきたいというふうに思います。 

  あと、有事への備えに移ります。十分に備えている自主防災組織もあるということでよろしいんですか、この

回答は。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君） 町長答弁にもありましたとおり、一概にこのくらいそろっていれば大丈夫だと

いうところは、こっちの行政のほうでは言えないんですけれども、毎年調査していくんですけれども、全体的に備

蓄資材費が増えているなというようなイメージはございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） その調査って年１回なのか、あと時期はどの時期で調査されているんでしょうか。 
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○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君） 答弁にもあったんですけれども、年度末に行政区長会という行政区長さん

たちが集まる会があるんですけれども、その中に自主防災連絡会ってありまして、その中で年度末の状況を次

年度までに報告してもらって、当該年度の避難訓練の実施状況の予定とか、前年度に避難訓練を実施した

かとか、そういった大本の件について町としても把握に努めているところでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） あと、ポケットサイン防災ですが、これを調査研究しているところというご回答でし

た。これ県から案内は来ておりましたでしょうか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君） 自主災害避難支援アプリでございますけれども、こういったものがあればいい

なと、以前から防災担当のほうでも考えておりました。今年度、このデジタル身分証アプリのポケットサインアプ

リを県のほうで一括して契約して、市町村と自然災害避難支援アプリのほうを県と市町村でそれぞれに結ん

で利用が可能になるということですので、町のほうでもどういった使い方、そのアプリのいろいろ機能がありますの

で、そちらについて検討しながら、早い段階で住民のほうにも周知して利用してもらうよう努めてまいりたいと思

っているところでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） まず、訓練をするとか、そういうご計画という意味ですか、今のは。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君） 利用するということでございます。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） もう利用に入っちゃうわけですね。分かりました。丸森町さんで総合防災訓練でト

ライアルというか、そういうのをやられたそうなんですけれども、やっぱりアプリのインストールで時間が取られるとか、

マイナンバーカードと連携するのでちょっと不安があるとか、そういったところは言われておりました。丸森さんは今

公式のＬＩＮＥを使っているので当面使う予定はちょっと聞いていないんですけれども、これは大規模災害の

ときに有効なアプリだというふうに言っておりました。 

  県でどういうふうに始まったのかちょっとお聞きしたら、やっぱり東日本大震災のときに、避難者の情報をアナ

ログで手入力でするにはやっぱり限界があって、大変苦労した経緯があって、やっぱりこういうある程度自動化

できるアプリを、避難者の把握とか、今どうなっているとか、避難所の足りないもの、それから多いものとか、人

の具合とかが把握できるということで始まったようでございます。角田さんでもそのトライアルされていて、有効性
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は分かったけれどもケース・バイ・ケースだということをおっしゃっておられました。 

  あと、ＩｏＴ、サイバー攻撃ですね。ｅラーニングで毎年全職員に対して実施しているということで、こういう

ところをお聞きしようかと思っていたんですけれども、回答がありましたのでほっといたしました。 

  あと、６点目の個別事業のホームページが外部からアクセスあって内容が改ざんされるという事案があったそ

うなんですが、これの対策ではどのようなことをされているんですか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。副町長。 

○副町長（水戸英義君） これは実は歩くまち柴田推進のために、里山ハイキングコースとかの紹介で「ＳＨ

ＩＢＡＴＡＬＫ」というホームページを運用していたんですが、これは主にブログページにアクセスすると見られ

るようなものをやっていたんですが、それがどうもブログを開くと別ページ、いわゆる仮想通貨の画面に誘導する

ようなものに書き換えられていたと。そのことについては、町ホームページとは全く別のサーバーで実は管理してい

たんですが、現在は停止中ということになっております。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問ありますか。どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） 停止ということは、対策を講じてまた再稼働というか、そういう順番になるわけで

すか。 

○議長（髙橋たい子君） 答弁を求めます。副町長。 

○副町長（水戸英義君） これは何回復旧しても仮想通貨の画面から切り替わらない、どんなことをしてもそ

っちに誘導されるようになっているので、今のところはもう停止ということで、ブログを例えばホームページ上で、歩

くまち柴田推進のためのページを別に町のホームページ上で載っけるとか、「ＳＨＩＢＡＴＡＬＫ」そのものに

ついてはしばらくは停止しないといけないなということです。別のサーバーなので、それだけ停止していても特に問

題はないかと。 

○議長（髙橋たい子君） 再質問どうぞ。 

○４番（小田部峰之君） いや、そうなんですね。攻撃のやり方も日々変わって、毎年何か巧妙になるという

か、もう一回入ったら抜け出せない感じなんですね。そういう本当に見えない災害への備えは、やはり相当難

しいものがあるのかなと。そういうことをする人がいなければいいんですけれども、本当に私もネットワークをちょっ

と勉強したことあって、基本は簡単なんですよね。すごく単純なシステムなんですけれども、ネットワークって。だけ

れども、セキュリティが入るとめちゃめちゃ面倒くさくなるんですよね。あっち行ったりこっち行ったりで、ファイアウオ

ールだ何だなんていって、そういうのをかまして、また外に出してもいいサーバーがＤＭＺとかといってね、そういうレ

ベルの時代でしたけれども、今もっと進んでいると思いますけれども、また、そういう備えも十分にして気持ち的

に備えていただきたいということを思います。私も備えていきたいと思います。 
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  以上で終わります。 

○議長（髙橋たい子君） 小田部議員の先ほどの生涯学習課長の答弁漏れあったんですが、ご回答いただ

けますでしょうか。 

○生涯学習課長（佐藤 潤君） すみません、大ホールの件ですね。数字が、そのほかの部分というところの

ちょっと捉えがまだでございます。後ほどということでご了承いただければと思います。（「分かりました。後ほどお

願いします」の声あり） 

○議長（髙橋たい子君） 暫時休憩をさせていただきます。 

     午後３時  分  休 憩 

                                            

     午後３時  分  再 開 

○議長（髙橋たい子君） 生涯学習課長の答弁漏れについて答弁をお願いします。どうぞ。 

○生涯学習課長（佐藤 潤君） 大ホールのほうの関係、やはり正確な数字となると申請等、確認する必

要があるので、大ホール部分ということでの捉えは今の時点ではちょっと不明ということです。すみません。 

○議長（髙橋たい子君） 小田部議員、よろしいですか。ホールだけのデータはないという答弁のようですが、

よろしいですか。 

○４番（小田部峰之君） 調べればあるんですか。後日で。 

○議長（髙橋たい子君） 後で直接お聞きなればいいということで。（「はい、ありがとうございました」の声あ

り）いいですか。今のに再質問なくてよろしいですか。 

○４番（小田部峰之君） ないです。大丈夫です。ありがとうございます。 

○議長（髙橋たい子君） これにて４番小田部峰之君の一般質問を終結いたします。 

  これで本日の日程は全て終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会といたします。 

  明日午前９時30分再開いたします。 

  ご苦労さまでした。 

     午後３時５２分  散 会 

                                            

  上記会議の経過は、事務局長大山 薫が記載したものであるが、その内容に相違ないことを証するため

ここに署名する。 

  令和６年９月３日 
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